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漁港漁場関係事業の種類一覧

事 業 名 内 容

１ 水 産 生 産 基 盤 水産資源の増大及び水産物の生産強化を図るため、浅海域に
整 備 事 業 おける漁場、藻場・干潟、養殖場と密接に関連する漁港の一体

的な整備と、水域の環境保全対策を総合的に実施する事業。

２ 水 産 物 供 給 基 盤 効率的で効果的な漁港施設の更新を図るため、漁港施設の老
機 能 保 全 事 業 朽化状況を調べる機能診断の実施及び機能診断結果に基づく機

能保全計画の策定、並びに計画に基づく保全工事を行う事業。

３ 水 産 環 境 整 備 事 業 水産資源の生産力の向上とともに豊かな生態系の維持・回復
を図るための漁場施設の整備及び水域の環境保全対策として水
産資源の生息所の環境改善を行う事業。

４ 漁業集落環境整備事業 水産業の振興と水産物の安定供給の確保を図るため、水産業
（補助事業） の持続的発展の基盤たる役割を果たしている漁村インフラの強

靱化等を推進する事業をいう。

５ 地 域 水 産 物 供 給 地域の特性を活かしつつ、漁港及び漁場等の整備、地域にお
基 盤 整 備 事 業 ける水産資源の維持増大並びに生産流通機能の強化を図り、も

って地域の水産業の健全な発展を図る事業をいう。

６ 漁港漁村環境整備事業 漁港漁場整備法（昭和 25 年法律第 137 号）第 6 条の規定に
（ア）（漁港環境整備事業） 基づき指定さえた漁港区域内の漁港施設用地等において行う植

栽、休憩所、運道施設、親水施設、安全情報伝達施設等漁港の
環境向上に必要な施設の整備等の事業をいう。

６ 漁港漁村環境整備事業 漁業及び漁村の健全な発展に資する目的で行う漁業集落道整
（イ）（漁業集落環境整備事業） 備、水産飲雑用水施設整備、漁業集落排水施設整備及び用地整

備等の事業をいう。

６ 漁港漁村環境整備事業 地域の創造力を活かせるように、地域の既存ストックの有効
（ウ）（漁村再生交付金事業） 活用等を通じた生産基盤と生活環境施設の効率的整備を推進

し、個性的で豊かな漁村の再生を支援する事業をいう。

７ 海 岸 環 境 整 備 事 業 漁港機能の増進とその背後集落の生活環境の改善を図るた
め、漁港施設の整備と関連する集落内道路、飲雑用水施設、排
水施設、防災安全施設、緑地、広場施設、用地等を整備する事
業。

８ 海岸保全施設整備事業 国土と併せて、海岸部において、より海浜利用が増進される
機能の整備を図る事業。

９ 漁 港 機 能 増 進 事 業 地域の創造力を活かせるように、地域の既存のストックの有
効活用等を通じた生産基盤と生活環境施設の効率的整備を推進
し、個性的で豊かな漁村の再生を支援する事業。



補助事務の流れ（現年）
■：国  〇県本庁、県出先  ●市町村等

事務処理 期限 国 県その他 県本庁 県出先 市町村等 事務処理内容及び留意事項

割当内示 ４月上旬 ■ 〇 〇 ●
漁港漁場課は国からの内示受理後速やかに市町村等へ割当内示を行
う。

内示受理後速やかに ■ ○ 〇 ●
市町村等は指令前着手が必要な場合（公共投資交付金に係る事業の
み）は、速やかに漁港漁場課と認可ヒアリングを行った後に交付決
定前着手届を提出する。

※指令前着手の必要がある場合は、必ず交付決定前着手届を提出す
ること（公共投資交付金に係る事業のみ）

認可ヒアリング 交付申請前 ■ ○ 〇 ●
市町村等は内示受理後速やかに漁港漁場課へ認可ヒアリングを行
い、交付申請を行う。

※漁港漁場課への認可ヒアリングは、事前に県出先事務所へ認可内
容の確認を行ってください。

交付申請
県→国との認可ヒア
リング完了後

■ ○ 〇 ●
市町村等は、県が国との認可ヒアリング完了後、速やかに漁港漁場
課へ補助金等交付申請書を提出する。

交付決定 ■ 〇 〇 ●
漁港漁場課は国から交付決定を受けた後、速やかに市町村等へ交付
決定を行う。

※事業主体は交付決定受理後に事業着手すること。

事業着手届 事業着手後速やかに ○ 〇 ●
市町村等は当該事業に係る最初の契約（測試等を含む）後、速やか
に漁港漁場課へ事業着手届を提出すること。

県へ概算払請求 随時 ○ 〇 ●
市町村等は概算払を請求する場合は漁港漁場課に概算払請求する。

※当該年内に概算金を受領する場合の請求書提出期限は11月末日
とする。

会計課登録
市町村等からの概算
払請求後速やかに

会計課 ●
漁港漁場課は市町村等からの支払請求後速やかに会計課に概算払い
登録する。

市町村等へ概算払
概算払請求から30日
以内

会計課 ●
会計課は支払い請求があった日から30日以内に市町村等に支払を
する。

事業遂行状況報告
各四半期の翌月10日
まで

○ 〇 ●
市町村等は各四半期の最終月の翌月10日までに漁港漁場課に事業
遂行状況報告書を提出する。

交付決定変更申請
県→国との変更認可
ヒアリング完了後

■ ○ 〇 ●
市町村等は、事業費の増減（内示変更等）、交付申請内容に変更が
生じた場合は、認可ヒアリングを行い、速やかに変更申請を行う。

※変更を行う場合は、必ず事前に県担当者と調整すること。事業費
の増減、期間延長等

期間延長承認申請
事業完了予定年月日
の１ヶ月前までに

○ 〇 ●
市町村等は、事業予定期間内に完了しない場合、期間延長承認申請
を提出し承認を得る。

期間延長承認 〇 〇 ●
漁港漁場課は申請に係る決裁が下り次第市町村等へ延長承認する。

実績報告書 工事完了後 ○ 〇 ●
市町村等は工事（業務）完了後は速やかに漁港漁場課に実績報告書
を提出する。

※事業完了後30日以内又は交付決定を受けた年度末のどちらか早
い期日まで

事務検査 実績報告後 〇 〇 ●
市町村等は実績報告書提出後、漁港漁場課の事務検査を受ける必要
がある。

※年度内完了する場合は、3月末日までに県の事務検査を受ける必
要がある。そのため、3月末日の前の週までに市町村内での完了検
査を実施し、実績報告書の提出を行うこと。

額の確定通知 事務検査後 〇 〇 ●
漁港漁場課は事務検査後、市町村等に額の確定通知を送付する。

精算払い請求 額の確定通知受理後 ○ 〇 ●
市町村等は額の確定通知後、速やかに漁港漁場課に精算払い請求書
を提出すること。

会計課登録
市町村等からの精算
払請求後速やかに

会計課 ●
漁港漁場課は市町村等からの支払請求後速やかに会計課に概算払い
登録する。

市町村等へ概算払
概算払請求から30日
以内

会計課 ●
会計課は支払い請求があった日から30日以内に市町村等に支払を
する。

交付決定前着手（公
共投資交付金に係る
事業のみ）
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補助事務の流れ（現年）
■：国  〇県本庁、県出先  ●市町村等

事務処理 期限 国 県その他 県本庁 県出先 市町村等 事務処理内容及び留意事項

仕入れに係る報告書 額の確定後速やかに ○ 〇 ●
市町村等は額の確定後通知受理後速やかに漁港漁場課に仕入れに係
る消費税等相当額報告書を提出する（市町村については提出の必要
なし）。

実績報告書 事業完了後速やかに ■ ○
漁港漁場課は事業完了後速やかに国に実績報告書を提出する。

※事業完了後30日以内又は交付決定を受けた年度末のどちらか早
い期日まで

額の確定通知 ■ ○
漁港漁場課は事業完了後速やかに国に実績報告書を提出する。

仕入れに係る報告書 事業完了後速やかに ■ ○
漁港漁場課は市町村等から報告があった場合は、事業完了後速やか
に国に仕入れに係る消費税等相当額報告書を提出する。

【留意事項】
（1）各種書類について、日付を遡っての提出は認めませんので、書類の日付は当該提出日とすること。
（2）ここで記載のある○○上旬など明確な日数の記載がないものの事務処理については、前後する可能性がありますので
    留意してください。
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補助事務の流れ（繰越）
（現年） ■：国  〇県本庁、県出先  ●市町村等

事務処理 期限 国 県その他 県本庁 県出先 市町村等 事務処理内容及び留意事項

事務所事前調整 １２月下旬 ○ ●
市町村等（事業主体）は１２月下旬までに県出先事務所の事前調
整（繰越内容、繰越枠額）を受ける。

※事前調整は、繰り越しが明らかな地区のほか、その可能性があ
る場合も対象。

※繰越枠額とは、登録後増額変更できないので余裕を持って登録
する額

繰越ヒアリング １月上旬 ○ ○ ●
県出先事務所と市町村等は１月上旬までに漁港漁場課の繰越ヒア
リングを受ける。

２月議案提出 １月中旬 県議会 ○
漁港漁場課は１月中旬までに２月県議会に繰越（繰越期間、繰越
枠額）の議案を提出する。

国繰越申請 同時期 ■ ○
同時期に国（局理財課）に繰越申請（繰越期間、繰越枠額）す
る。

※以後、繰越枠額は変更できない。（２月県議会以降の議会がな
いため）

※市町村への延長承認は、議会議決後（当然国の承認前提）。

事務所出来高確認 ２月中旬 ○ ●
市町村等は２月中旬までに県出先事務所の出来高確認（実繰越額
及び年度内支出額（後の概算払申請額））を受ける。

※年度内支出額は、確実に執行できる額とする。

※年度内支出額は、今後変更できないので増減が無いよう留意す
る。

変更申請又は期間延
長承認申請（繰越に
関するもの）

２月下旬 ○ ○ ●

市町村等は２月下旬～３月上旬までに漁港漁場課に要綱第６条に
基づき変更申請又は第７条第１項に基づき延長申請（延長期間）
する。

県へ概算払請求 ２月下旬 ○ ○ ●
市町村等は２月下旬までに漁港漁場課に概算払請求申請する。

※概算払い請求額は、年度終了報告書の事業実績総括表の金額と
必ず一致させること。

変更承認又は期間延
長承認（繰越に関す
るもの）

２月議会議決
(３月上旬)

県議会 ● ○ ○

漁港漁場課は２月議会が議決されれば（当然、国の繰越承認を前
提）市町村等へ期間延長承認または変更承認する。

会計課登録 ３月中旬 会計課 ●
漁港漁場課は３月中旬までに会計課に概算払い登録する。

市町村へ概算払 ３月末日 ● 会計課 ○
会計課は３月末日までに市町村へ概算払いする。

（翌年度）

年度終了報告 4月10日 ○ ○ ●
市町村等は４月１０日までに漁港漁場課に年度終了報告書を提出
する。

4月30日 ○ ●
漁港漁場課は４月３０日までに国（局林務水産課）に年度終了報
告書を提出する。

事業遂行状況報告
各四半期の翌月10日ま
で

○ ○ ●
市町村等は各四半期の最終月の翌月10日までに漁港漁場課に事業
遂行状況報告書を提出する。

実績報告書 工事完了後 ○ ○ ●
市町村等は工事（業務）完了後は速やかに漁港漁場課に実績報告
書を提出する。

※事業完了後30日以内又は交付決定を受けた年度末のどちらか早
い期日まで

事務検査 実績報告後 〇 〇 ●
市町村等は実績報告書提出後、漁港漁場課の事務検査を受ける必
要がある。

※年度内完了する場合は、3月末日までに事務検査を受ける必要が
ある。そのため、3月末日の前の週までに完了検査、実績報告書の
提出を行うこと。

額の確定通知 事務検査後 〇 〇 ●
漁港漁場課は事務検査後、市町村等に額の確定通知を送付する。
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補助事務の流れ（繰越）

（翌年度） ■：国  〇県本庁、県出先  ●市町村等

事務処理 期限 国 県その他 県本庁 県出先 市町村等 事務処理内容及び留意事項

精算払い請求 額の確定通知受理後 ○ 〇 ●
市町村等は額の確定通知後、速やかに漁港漁場課に精算払い請求
書を提出すること。

会計課登録
市町村等からの精算払
請求後速やかに

会計課 〇
漁港漁場課は市町村等からの支払請求後速やかに会計課に概算払
い登録する。

市町村等へ概算払
概算払請求から30日以
内

会計課 ●
会計課は支払い請求があった日から30日以内に市町村等に支払を
する。

仕入れに係る報告書 額の確定後速やかに ○ 〇 ●
市町村等は額の確定後通知受理後速やかに漁港漁場課に仕入れに
係る消費税等相当額報告書を提出する（市町村については提出の
必要なし）。

実績報告書 事業完了後速やかに ■ ○
漁港漁場課は事業完了後速やかに国に実績報告書を提出する。

※事業完了後30日以内又は交付決定を受けた年度末のどちらか早
い期日まで

額の確定通知 ■ ○
漁港漁場課は事業完了後速やかに国に実績報告書を提出する。

仕入れに係る報告書 事業完了後速やかに ■ ○
漁港漁場課は市町村等から報告があった場合は、事業完了後速や
かに国に仕入れに係る消費税等相当額報告書を提出する。

【留意事項】
（1）各種書類について、日付を遡っての提出は認めませんので、書類の日付は当該提出日とすること。
（2）ここで記載のある○○上旬など明確な日数の記載がないものの事務処理については、前後する可能性がありますので
    留意してください。
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〔割当内示〕から〔交付決定〕まで

１．事務の流れ （補助事業）

国 県 市町村

・割当内示 →①→ ・割当内示 →②→ ・内示を受ける

・認可設計ヒアリング ←④← ・認可設計ヒアリング ←③← ・認可設計書作成

OK ↓

・申請書受理（事務所等経由） ←⑤← 県補助金申請書提出

・申請書受理 ←⑥← ・国庫補助金申請書作成 第1号様式

・交付決定 →⑦→ ・交付決定受理

・県補助金交付決定 →⑧→ ・交付決定受理

↓

事業着手

１－１．事務の流れ （交付金事業）

国 県 市町村

・割当内示 →①→ ・割当内示 →②→ ・内示を受ける

・申請書受理 ←②← ・国庫補助金申請書提出

・交付決定 →③→ ・交付決定受理

・認可設計ヒアリング ←③← ・認可設計書作成

OK ↓

・申請書受理（事務所等経由） ←④← 県補助金申請書提出

第1-2号様式

国からの交付決定後

・県補助金交付決定 →⑤→ ・交付決定受理

↓

事業着手

２．補助金申請にあたって注意すべきこと

（１）関係書類はすべてそろっているか確認すること。・・・事業計画書、認可設計書等

（２）年度区分、事業名、補助金負担額、経費の配分等は正しく記入すること。

（３）事業の完了予定年月日は、工事工期、検査期間等を念頭に入れて適正に設定すること。又、

特に必要があり、３月２０日以降の日付とする場合は、漁港漁場課担当者と事前調整を行うこ

と。

（４）収支予算で事業費が確保されているか確認すること。補正等で対応する場合はその旨記載す

ること。

３．補助金申請書の記入要領

次頁より
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第
１
号
様
式
（
第
４
条
関
係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業
者

名

補
助
金
等

交
付
申
請

書

令
和

○
年

度
に

お
い

て
、

○
○

○
漁

港
の

○
○

○
○

○
○

事
業

を
下

記
の

と
お

り
実

施
し

た
い

の
で

、
沖

縄
県

漁
港

漁
場

関
係

事
業

補
助

金
交

付
要

綱
第

４
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

補
助

金
○
，
○
○
○
，
○
○
○
円
の
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

記

事
業

計
画

書

１
事
業
の
目
的

２
事
業
主
体

○
○
市
町
村

３
事
業
の
内
容
及
び
経
費
の
配
分

（
１
）
事
業
計
画
総
括
表

別
紙
１
の
と
お
り

（
２
）
工
事
費

イ
設
計
総
括
表

別
冊
の
と
お
り

ロ
工
事
費
内
訳
表

別
冊
の
と
お
り

４
事
業
の
完
了
予
定
年
月
日

令
和
○
年
○
○
月
○
○
日

５
収
支
予
算

別
紙
２
の
と
お
り

〔
補
助
金
交

付
申
請
書
〕

様
式
第
１
号
、
様
式
第
１

-２
号
（

第
４

条
関
係
）

記
入

要
領

※
提
出
部
数

２
部
（
本
庁
１
部
、
事
務
所
等
１
部
）

①
申
請
は
、
割
当
内
示
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
提
出
期
限
ま
で
に
行
う
。

②
事

業
名

、
事

業
年

度
、

漁
港

名
又

は
地

区
名

は
、

割
当

内
示

に
示

さ
れ

た
と

お
り

と
す
る
。

③
補

助
金

額
に

つ
い

て
、

満
額

申
請

の
場

合
は

、
割

当
内

示
の

補
助

金
額

と
す

る
。

内
枠

申
請

の
場

合
は

、
認

可
設

計
書

の
事

業
費

と
し

、
補

助
金

は
千

円
未

満
を

切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

④
事
業
の
目
的
は
、
簡
潔
（

P
６
の
交
付
要
綱
第
２
条
参
照
）
に
記
入
す
る
。

⑤
工
事
費
に
つ
い
て
、
認
可
設
計
書
を
添
付
す
る
。

⑥
事

業
の
完
了
予
定

年
月
日
は
、

工
事
完
了
予
定
の

1
か

月
後
を
目

安
と
す
る
。
な

お
、
年
度
内
完
了
と
す
る
場
合
は
３
月
２
０
日
以
前
と
す
る
。

又
、

特
に

必
要

が
あ

り
、

２
０

日
以

降
の

日
付

と
す

る
場

合
は

、
漁

港
漁

場
課

担
当
者
と
事
前
調
整
を
行
う
こ
と
。

参
：
完
了
年
月
日
は
最
終
業
務
の
請
負
者
か
ら
引
渡
書
を
受
け
る
予
定
年
月
日
と
す
る
。

＜
＜
提
出
前
に
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
！
＞
＞

□
市
町
村
長
名
は
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る

□
事
業
年
度
、
地
区
名
、
事
業
名
は
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る

□
“

補
助

金
○

，
○

○
○

，
○

○
○

円
”

に
は

補
助

金
額

が
記

載
さ

れ
て

い
る

（
事

業
費

で
は
な
い
）

□
事
業
の
完
了
予
定
年
月
日
は
、
平
日
（
土
日
祝
日
を
除
い
た
日
）
で
あ
る

□
添
付
書
類
は
全
部
揃
っ
て
お
り
、
内
容
に
齟
齬
は
な
い
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別
紙
１

３
事
業
の
内
容
及
び
経
費
の
配
分

（
１
）
事
業
計
画
総
括
表

事
業

の
施

行
場
所

事
事

工
間

接
補

補
助

事
補

負
担

区
分

漁
港

名
漁

港
名

業
業

事
助

事
業

業
等

に
助

市
町

そ
の

備

又
は

地
・

所
在

地
主

に
要

す
要

す
る

国
費

県
費

他
考

区
名

種
類

体
費

費
る

経
費

経
費

率
村

費

円
円

円
円

円
円

円
円

記
入

要
領

①
事

業
の

施
行

場
所

欄
に

は
、

漁
港

施
設

の
整

備
又

は
漁

港
の

保
全

に
係

る
も

の
は

、
漁

港
名

及
び

種
類

を
記

入
す

る
。

そ
の

他
に

つ
い

て
は

、
地

区
名

及
び

関
係

市
町
村
名
（
字
名
を
含
む
。
）
を
記
入
す
る
（
漁
港
名
・
種
類
に
は
記
入
し
な
い
）
。

②
補

助
率

欄
に

は
、

要
綱

別
表

１
の

補
助

率
を

記
入

す
る

。
ま

た
、

複
数

の
補

助
率

が
あ
る
と
き
は
、
す
べ
て
の
補
助
率
を
記
載
す
る
。

③
間

接
補

助
事

業
に

要
す

る
経

費
欄

に
は

、
負

担
区

分
の

合
計

金
額

を
記

入
す

る
。

④
補

助
事

業
等

に
要

す
る

経
費

欄
に

は
、

負
担

区
分

の
国

費
及

び
県

費
欄

の
額

の
合

計
額
を
記
入
す
る
。

⑤
負

担
区

分
欄

に
は

、
事

業
費

の
欄

の
金

額
に

対
す

る
そ

れ
ぞ

れ
の

負
担

金
額

を
記

入
す
る
。

＜
＜
提
出
前
に
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
！
＞
＞

□
事

業
費

＝
工

事
費

＝
間

接
補

助
事

業
に

要
す

る
経

費
＝

負
担

区
分

の
合

計
と

な
っ

て
い
る

□
補
助
事
業
等
に
要
す
る
経
費
＝
負
担
区
分
の
国
費
＋
県
費
と
な
っ
て
い
る
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別
紙
２

５
収
支
予
算

（
単
位
：
円
）

市
町
村
議
会
議
決
年
月
日

令
和
○
年
○
月
○
日

収
入
の
部

本
年
度

前
年
度

比
較

区
分

備
考

予
算
額

予
算
額

増
減
(
△
)

国
庫
補
助
金

10
0,

00
0,

00
0

40
,0

00
,0

00
60

,0
00

,0
00

0
市

町
村

の
財
源
内

訳

県
費
補
助
金

66
,6

66
,0

00
26

,6
66

,0
00

40
,0

00
,0

00
0

一
般
財

源
33

4,
00

0
円

市
町
村
費

33
,3

34
,0

00
13

,3
34

,0
00

20
,0

00
,0

00
0

起
債

32
,0

00
,0

00
円

計
20

0,
00

0,
00

0
80

,0
00

,0
00

12
0,

00
0,

00
0

0
漁

協
負

担
金

1,
00

0,
00

0
円

支
出
の
部

本
年
度

前
年
度

比
較

区
分

備
考

予
算
額

予
算
額

増
減
(
△
)

委
託
料

55
,4

30
,0

00
15

,0
00

,0
00

40
,4

30
,0

00
0

工
事
請
負

14
4,

57
0,

00
0

65
,0

00
,0

00
78

,5
70

,0
00

0

計
20

0,
00

0,
00

0
80

,0
00

,0
00

11
9,

00
0,

00
0

0

記
入

要
領

収
支

予
算

は
、

当
該

年
度

の
事

業
費

が
市

町
村

予
算

上
確

保
さ

れ
て

い
る

か
を

確
認

す
る

た
め

の
書

類
で

あ
る

た
め

、
当

初
申

請
額

と
収

支
予

算
の

本
年

度
予

算
額

が
一

致
す
る
必
要
は
な
い
が
、
最
低
限
申
請
額
は
確
保
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

特
に

、
当

初
申

請
が

内
枠

申
請

の
場

合
は

、
収

支
予

算
は

議
会

で
議

決
さ

れ
た

事
業

費
（
通
常
、
当
該
年
度
の
総
事
業
費
）
で
作
成
す
る
。

①
収
入
の
部
に
つ
い
て

・
市

町
村

の
財

源
内

訳
は

、
市

町
村

の
一

般
財

源
、

起
債

及
び

寄
付

金
等

の
金

額
を

記
入
す
る
。

②
支
出
の
部
に
つ
い
て

・
区
分
欄
は
、
予
算
議
決
書
の
節
別
に
記
入
す
る
。

・
収

支
予

算
の

各
区

分
の

額
が

申
請

書
の

各
費

目
の

額
と

合
わ

な
い

場
合

は
、

備
考

欄
に
流
用
又
は
補
正
等
の
予
定
が
あ
る
旨
記
入
す
る
。

・
支
出
の
部
の
合
計
金
額
が
、
収
入
の
部
の
合
計
金
額
と
合
う
か
確
認
す
る
。

＜
＜
提
出
前
に
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
！
＞
＞

□
各

区
分

の
金

額
が

申
請

書
の

各
費

目
の

額
以

上
と

な
っ

て
お

り
、

予
算

上
確

保
さ

れ
て
い
る
（
確
保
さ
れ
て
い
な
い
が
、
流
用
等
を
行
い
確
保
で
き
る
）

□
収
入
の
部
と
支
出
の
部
の
計
が
一
致
し
て
い
る

□
収

入
の

部
で

市
町

村
費

（
別

紙
１

）
が

市
町

村
の

財
源

内
訳

の
計

が
一

致
し

て
い

る
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沖
縄
振
興
公
共
投
資
投
資
交
付
金
用

第
１
－
２
号
様
式
（
第
４
条
関
係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業
者

名

補
助
金
等

交
付
申
請

書

令
和
○
年
度
に
お
い
て
、

○
○
○
漁
港
（
又
は
地
区
）
の

○
○
○
○
○
○
事
業
を
下
記
の
と
お

り
実
施
し
た
い
の
で
、
沖
縄
県
漁
港
漁
場
関
係
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

補
助
金
○
，
○
○
○
，
○
○
○
円
の
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

記

１
事
業
の
目
的

２
収
支
予
算
書

予
算
議
決
（
又
は
予
算
議
決
予
定
）

令
和
○
年
○
○
月
○
○
日

３
地
区
別
経
費
の
配
分
表

(別
添
１
の
と
お
り
)

４
事
業
完
了
年
月
日

令
和
○
年
○
○
月
○
○
日

　

区
　
分

（
事
業
名
）

　

本
年
度

事
業
費

　

本
年
度

交
付
額

国
　
費

　
県
　
費

市
町
村
費

備
　
　
考

○
○
漁
港

10
0,
0
00
,0
0
0

85
,
00
0,
0
00

75
,0
00
,
00
0

10
,0
0
0,
00
0

15
,
00
0,
0
00

記
入

要
領

※
提
出
部
数

２
部
（
本
庁
１
部
、
事
務
所
等
１
部
）

①
申

請
は

、
認

可
ヒ

ア
リ

ン
グ

後
、

割
当

内
示

通
知

書
に

記
載

さ
れ

た
提

出
期

限
ま

で
に
行
う
。

②
事

業
名

、
事

業
年

度
、

漁
港

名
又

は
地

区
名

は
、

割
当

内
示

に
示

さ
れ

た
と

お
り

と
す
る
。

③
補

助
金

額
に

つ
い

て
、

満
額

申
請

の
場

合
は

、
割

当
内

示
の

補
助

金
額

と
す

る
。

内
枠

申
請

の
場

合
は

、
認

可
設

計
書

の
事

業
費

と
し

、
補

助
金

は
千

円
未

満
を

切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

④
事
業
の
目
的
は
、
簡
潔
（

P
６
の
交
付
要
綱
第
２
条
参
照
）
に
記
入
す
る
。

⑤
収

支
予

算
書

の
本

年
度

交
付

額
に

は
補

助
金

申
請

額
（

国
費

と
県

費
を

合
わ

せ
た

額
）
を
記
入
す
る
。

⑥
事

業
の
完
了
予
定

年
月
日
は
、

工
事
完
了
予
定
の

1
か

月
後
を
目

安
と
す
る
。
な

お
、
年
度
内
完
了
と
す
る
場
合
は
３
月
２
０
日
以
前
と
す
る
。

又
、

特
に

必
要

が
あ

り
、

２
０

日
以

降
の

日
付

と
す

る
場

合
は

、
漁

港
漁

場
課

担
当
者
と
事
前
調
整
を
行
う
こ
と
。

参
：
完
了
年
月
日
は
最
終
業
務
の
請
負
者
か
ら
引
渡
書
を
受
け
る
予
定
年
月
日
と
す
る
。

⑦
資
料
と
し
て
、
認
可
設
計
書
を
添
付
す
る
。

＜
＜
提
出
前
に
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
！
＞
＞

□
市
町
村
長
名
は
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る

□
事
業
年
度
、
地
区
名
、
事
業
名
は
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る

□
“

補
助

金
○

，
○

○
○

，
○

○
○

円
”

に
は

補
助

金
額

が
記

載
さ

れ
て

い
る

（
事

業
費

で
は
な
い
）

□
事
業
の
完
了
予
定
年
月
日
は
、
平
日
（
土
日
祝
日
を
除
い
た
日
）
で
あ
る

□
添
付
書
類
は
全
部
揃
っ
て
お
り
、
内
容
に
齟
齬
は
な
い
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別
添
１

地
区
別
経
費
の
配
分
表

記
入

要
領

①
農
山
漁
村
地
域
自
主
戦
略
整
備
計
画
の
位
置
付
け
が
あ
る
場
合
及
び
効
果
促
進
事
業
の
実
施
地
区
は
計
画
名
欄
に
計
画
名
称
を
記
入
す
る
こ
と
。

②
事
業
実
施
期
間
及
び
総
事
業
費
は
、
直
近
で
計
画
承
認
を
受
け
た
内
容
を
記
入
す
る
。

③
単
年
度
交
付
限
度
額
算
定
基
礎
額
に
は
、
本
年
度
事
業
費
に
国
費
率
を
か
け
た
金
額
を
記
入
す
る
。

④
漁
港
海
岸
事
業
の
場
合
は
、
備
考
欄
に
「
漁
港
海
岸
」
と
記
入
す
る
。

計
画

名
地

区
名

市
町
村
名

事
業
名

事
業

実
施

期
間

事
業

実
施

主
体

　
総

事
業

費
 

　
（

A
）

交
付

限
度

額
算

定
国

費
率

（
B
）

交
付

限
度

額
算

定
基

礎
額

（
C）

＝
（
A
）
×
（
B）

前
年
度
ま

で
の

事
業

費
（

D
）

前
年
度

ま
で
の

交
付
済

み
の

総
額

（
E
）

差
額

（
F
）

○
○

○
○

計
画

○
○

漁
港
及

び

○
○

地
区

○
○
市
町

村
○

○
事
業

Ｒ
○

年
～

　
　

Ｒ
○

年
○

○
市

町
村

5
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

　
7
5
%

　
　

　
3
7
5
,
0
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0

本
年
度

事
業

費

（
G
）

単
年

度
交

付
限

度
額

算

定
基

礎
額

（
H
）

＝
（
G
）

×
（

B
）

本
年

度
交

付
限

度
額

算
定

基
礎
額

（
I
）

＝
（
H
）

-
（

F
）

本
年

度
都

道
府

県
費

本
年

度
市

町
村

費
本

年
度

そ
の

他
翌
年
度
以
降

事
業
費

（
J
）
＝
（

A
）
-
（

D
）
-
（

G
）

翌
年
度

以
降
交
付
限
度

額
算
定
基
礎
額

（
K
）
＝
（

C
）
-
（

E
）
-
（
I
）

備
考

1
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

7
5
,
0
0
0
,
0
0
0

7
5
,
0
0
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

1
5
,
0
0
0
,
0
0
0

　
　

　
0

2
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0
,
0
0
0
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令
和
○
年
度
○
○
○
○
○
○
○
書
の
進
達
に
つ
い
て
（
依
頼
）

※
１

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業
者

名

令
和
○
年
度
○
○
○
漁
港
○
○
○
○
○
○
事
業
に
つ
い
て
、
別
添
の
と
お
り
○
○
○
○
○
○

※
２

※
１

書
を
提
出
す
る
の
で
、
進
達
し
て
下
さ
い
。

記
入

要
領

①
※
１
に
つ
い
て
、
文
書
名
を
記
入
す
る
。

②
※
２
に
つ
い
て
、
漁
港
名
及
び
事
業
名
を
記
入
す
る
。

-12-



〔事業着手〕から〔工事完了〕まで
１．事務の流れ

国 県 市町村

指令前着手届受理 ←(1) 指令前着手届(公共投
(1-2) 付金に係る事業のみ)

(県経由（進達）で国へ提出） 第2号様式

←①← 事業着手
・事業着手届受理 ・委託、工事等契約
（事務所等経由） 事業着手届提出

・ 第5号様式
各四半期・翌月末日 四半期毎(翌月 10 日)

報告書受理 ←③← ・報告書受理（事務所等経由）←②← 事業遂行状況報告書提出
補助金：第7号様式

・事業遂行状況報告書作成 交付金：第7-2号様式

工事完了

補助金
・認可設計 ←②← ・認可設計ﾋｱﾘﾝｸﾞ ←①← 変更認可設計書作成

随時 ﾋｱﾘﾝｸﾞ OK ↓
変更申請 ・申請書受理（事務所等経由）←③← 県補助金変更申請書提出

・申請書受理 ←④← ・国庫補助金申請書作成 第3号様式
・交付決定 →⑤→ ・交付決定受理

・県補助金交付決定 →⑥→ 交付決定受理
↓

契約事務等着手

交付金 ※変更割当内示(補正等) → 受理
・変更認可ﾋｱﾘﾝｸﾞ ←①← ・変更認可設計書作成

随時 OK ↓
変更申請 ・申請書受理（事務所等経由）←②← 県補助金変更申請書堤出

第3-2号様式
・
・交付決定(交付通知) →③→ 交付決定受理

↓ ↓
契約事務等着手

※変更割当内示(減額) →④→ 受理
(※当初割当内示以内の場合)

随時 事業着手
概算払 ・請求書受理 ←①← 概算払請求書提出

第 6 号様式
・概算払
・国庫金概算払分受入 →②→ ・概算払金受領

２．事業執行にあたって注意すべきこと
（１）事業着手は県補助金交付決定以後であること（原則として指令前着工は認められない）。

（公共投資交付金事業については、事前に県事業担当者と調整の上、指令前着手届を出してい
る場合にはこの限りではない）。

（２）補助金申請に対し、事業執行状況が異なる場合は、経費の配分や内容の変更等の重要な変更
（重変）とならないかどうか、十分に確認すること。

（３）事業完了予定年月日は、県の工事完成確認及び事務検査日程を考慮に入れて、工事契約等に
おいては十分に注意すること。又、特に必要があり、３月２０日以降の日付とする場合は、漁
港漁場課担当者と事前調整を行うこと。

３．各手続書類の記入要領等
次頁より
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第
２
号
様

式
（

第
５
条
関

係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業

者
名

令
和

○
年
度

○
○
漁

港
（
又

は
地
区

名
）
○
○

事
業

補
助
金
交

付
決
定

前
着
手

届

交
付
対

象
事

業
に
つ
い

て
、
別
記

条
件
を

了
承
の

上
、
補

助
金
交
付

決
定
前

に
着
手

し
た
い

の
で
、

沖
縄
県
漁

港
漁

場
関
係
事

業
補
助

金
交
付
要

綱
第

５
条
の

規
定
に
基

づ
き
届

け
出
る

。

記

１
事

業
名
、

○
○
○

○
○

○
事
業

○
○

漁
港
（

又
は
地

名
）

事
業
量

２
事

業
費

３
事

業
実
施

主
体

４
着

手
予
定

年
月
日

５
交

付
決
定

前
着
手
を

必
要

と
す
る
理

由

（
別
記

条
件

）
１

交
付
決

定
を
受
け

る
ま
で

の
期
間
内

に
、

天
災
地

変
等
の
自

由
に
よ

っ
て
実

施
し
た

事
業
に

損
失

を
生

じ
た
場
合

、
そ
の

損
失
は
、

事
業

実
施
主

体
が
負
担

す
る
こ

と
。

２
交

付
決

定
を
受
け

た
交
付

金
額
が
、

交
付

申
請
ま

た
は
交
付

申
請
予

定
額
に

達
し
な

い
場
合

に
お

い
て

も
、
異
議

が
な
い

こ
と
。

３
当

該
事

業
に
お
い

て
は
、

着
手
か
ら

交
付

金
交
付

決
定
を
受

け
る
期

間
内
に

お
い
て

は
、
計

画
変

更
は

行
わ
な
い

こ
と
。

〔
交

付
決

定
前

着
手

届
〕

様
式

第
２

号
（

第
５

条
関

係
）

沖
縄

振
興

公
共

投
資

交
付

金
に

係
る

事
業

に
つ

い
て

、
指

令
前

着
手

が
必

要
な

場
合

に
は

、
県

担
当

者
と

認
可

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
後

、
交

付
決

定
前

着
手

届
を

提
出

す
る

こ
と

。

記
入

要
領

※
提
出

部
数

２
部

（
本
庁

１
部
、

事
務

所
等
１

部
）

①
事

業
名

、
地
区

名
及
び

事
業
量

は
、

認
可
設

計
書
の

と
お
り

記
載

す
る
。

②
事

業
費

は
、
交

付
申
請

ま
た
は

交
付

申
請
予

定
額
を

記
載
す

る
。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
市
町

村
長

名
は
正

し
く
記

載
さ
れ

て
い

る

□
事
業

年
度

、
地
区

名
及
び

事
業
名

は
正

し
く
記

載
さ
れ

て
い
る

□
“
事

業
費

○
，

○
○
○

，
○
○
○

円
”

及
び

事
業
実

施
主
体

は
間
違

い
な
い

□
事
業

の
着

手
予
定

年
月
日

は
、
平

日
（

土
日
祝

日
を
除

い
た
日

）
で

あ
る
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第
５
号
様

式
（

第
８
条
関

係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業

者
名

事
業

着
手

届

令
和
○

年
○

○
月
○
○

日
付
け

沖
縄
県
指

令
農

第
○
○

○
号
で
交

付
決
定

の
通
知

を
受
け

た
○
○

漁
港
（
又

は
地

区
）
の
○

○
○
○

○
○
事
業

に
つ

い
て
、

下
記
の
と

お
り
着

手
し
た

の
で
、

沖
縄
県

漁
港
漁
場

関
係

事
業
補
助

金
交
付

要
綱
第
８

条
の

規
定
に

基
づ
き
、

関
係
書

類
を
添

え
て
報

告
し
ま

す
。

記

１
事

業
着
手

年
月
日

令
和

○
年

○
○
月

○
○
日

２
工

事
名
又

は
委
託
業

務
名

○
○

○
漁

港
○
○

○
○
委
託

業
務

３
契

約
工
期

令
和

○
年

○
○
月

○
○
日
～

令
和
○

年
○
○

月
○
○

日

４
請

負
金
額

○
○

，
○

○
○
，

○
○
○
円

５
添

付
書
類

（
１
）

請
負

契
約
書
の

写
し

〔
事

業
着

手
届

〕
様

式
第
５

号
（

第
８

条
関

係
）

補
助

金
交

付
決

定
通

知
後

、
す

み
や

か
に

事
業

に
着

手
し

、
事

業
着

手
届

を
提

出
す

る
こ
と

。

記
入

要
領

※
提
出

部
数

２
部

（
本
庁

１
部
、

事
務

所
等
１

部
）

①
事

業
着

手
年

月
日

は
、

補
助

金
交

付
決

定
後

直
近

の
契

約
（

交
付

申
請

に
お

け
る

工
事

費
に

係
る

も
の

を
す

べ
て

含
む

。
本

工
事

費
、

測
量

及
び

試
験

費
、

用
地

及
び

補
償

費
な

ど
。
）
の

締
結

年
月
日

と
す
る

。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
指
令

年
月

日
、
指

令
番
号

、
地
区

名
、

事
業
名

は
正
し

く
記
載

さ
れ

て
い
る

□
事
業

着
手

年
月
日

は
交
付

決
定
後

、
最

初
に
締

結
し
た

契
約
の

日
と

な
っ
て

い
る

（
議
会

議
案

で
あ
る

場
合
は

議
決
の

日
（

本
契
約

の
日
）

と
な
っ

て
い

る
）

□
“

２
工

事
名
又

は
委
託

業
務

名
”
に
は

当
該
契

約
名
が

記
載
さ

れ
、“

３
契

約
工
期
”
、

“
４

請
負

金
額
”

が
正
し

く
記
載

さ
れ

て
い
る

□
請
負

契
約

書
の
写

し
が
添

付
さ
れ

て
い

る
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第
７
号
様
式
（
第

10
条
関
係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業
者

名

事
業

遂
行

状
況

報
告

書

令
和

○
年

度
○
○

○
漁
港

○
○
○

○
○
○
事

業
の
遂

行
状
況

を
沖
縄
県

漁
港
漁

場
関
係

事
業
補

助
金
交
付
要
綱
第

10
条
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
し
ま
す
。

記

費
目
及
び
契
約
名

計
画
事
業
費

実
績
事
業
費

進
捗
率

残
高
事
業
費

備
考

（
A
)

（
B
）

(
B)

/(
A
)
（

A
)
－
（

B)

事
業
費

20
0,

00
0,

00
0

10
1,

21
7,

00
0

50
.6

98
,7

83
,0

00

○
○
漁
港
○
○
設
計
委
託

31
,9

30
,0

00
31

,9
30

,0
00

10
0.

0
0

R
○

.○
.○

～
業
務

R
○

.○
.○

○
○
漁
港
○
○
調
査
測
量

23
,5

00
,0

00
23

,5
00

,0
00

10
0.

0
0

R
○

.○
.○

～
委
託
業
務

R
○

.○
.○

○
○
漁
港
○
○
工
事

28
,4

25
,0

00
19

,3
29

,0
00

68
.0

9,
09

6,
00

0
R
○

.○
.○

～
R
○

.○
.○

○
○
漁
港
○
○
工
事

66
,1

45
,0

00
26

,4
58

,0
00

40
.0

39
,6

87
,0

00
R
○

.○
.○

～
R
○

.○
.○

○
○
漁
港
○
○
工
事

49
,0

00
,0

00
0

0.
0

49
,0

00
,0

00
１
月
中
旬
～

３
月
末
予
定

執
行
残

1,
00

0,
00

0
1,

00
0,

00
0
契
約
変
更
予
定

不
用
予
定

工
種
追
加
予
定

〔
事

業
遂

行
状

況
報

告
書

〕
様

式
第

７
号

、
７

-２
号

（
第

10
条

関
係

）

交
付

決
定

後
は

事
業

年
度

の
各

四
半

期
の

末
日

に
お

け
る

事
業

遂
行

状
況

を
、

当
該

四
半
期
の
最
終
月
の
翌
月
の
１
０
日
ま
で
に
提
出
す
る
。

７
／
１
０
・
１
０
／
１
０
・
１
／
１
０

※
四
半

期
の

報
告

書
に
は
、

契
約
状

況
及
び

工
事
進
捗

が
確
認

で
き
る

資
料
（
請

負
業
者

か
ら

の
月
末
の
報
告
書
、
引
渡
書
等
で
収
受
印
の
あ
る
も
の
）
を
添
付
す
る
。

記
入

要
領

※
提
出
部
数

２
部
（
本
庁
１
部
、
事
務
所
等
１
部
）

①
契
約
名
は
、
契
約
締
結
年
月
日
の
早
い
順
に
記
載
す
る
。

②
計
画
事
業
費
（

A
)
の
最
上
段
（
事
業
費
の
行
）
に
各
四
半
期
の
末
日
に
お
け
る

補
助
金
交
付
決
定
額
を
記
載
し
、
二
段
目
以
降
に
各
契
約
金
額
を
記
載
す
る
。

③
実

績
事

業
費

（
B)

の
最

上
段

（
事

業
費

の
行

）
に

各
契

約
金

額
（

出
来

高
分

）
の

合
計

金
額

を
記

載
し

、
二

段
目

以
降

に
各

契
約

の
出

来
高

（
契

約
金

額
×

進
捗

率
）

を
記
載
す
る
。

④
進

捗
率

は
、

小
数

点
第

１
桁

の
数

字
ま

で
記

載
す

る
。

小
数

点
第

２
桁

以
降

は
切
り
捨
て
と
す
る
。

⑤
備
考
欄
に
は
、
各
契
約
の
契
約
工
期
を
記
載
す
る
。

⑥
未

契
約

及
び

執
行

残
が

あ
る

場
合

は
、

波
線

以
下

に
記

載
し

、
備

考
欄

に
今

後
の

執
行
予
定
等
を
で
き
る
だ
け
詳
細
に
記
載
す
る
。

＜
＜
提
出
前
に
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
！
＞
＞

□
年
度
、
地
区
名
、
事
業
名
が
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る

□
計

画
事

業
費

（
A
)
の

最
上

段
に

は
各

四
半

期
の

末
時

点
の

補
助

金
交

付
決

定
額

が
記
載
さ
れ
、
実
績
事
業
費
（

B)
の
最
上
段
に
は
各
契
約
金
額
の
合
計
金
額
が
記
載

さ
れ
て
い
る

□
各
項
目
の
縦
横
の
計
算
に
誤
り
は
な
い

□
備
考
欄
に
契
約
工
期
、
今
後
の
執
行
予
定
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る

□
四

半
期

の
報

告
書

に
は

、
契

約
状

況
及

び
工

事
進

捗
が

確
認

で
き

る
資

料
（

請
負

業
者
か
ら
の
月
末
の
報
告
書
、
引
渡
書
等
で
収
受
印
の
あ
る
も
の
）
を
添
付
す
る
。
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沖
縄

振
興
公

共
投

資
交

付
金

用

第
７
－
２
号
様
式
（
第

10
条
関
係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業
者

名

事
業

遂
行

状
況

報
告

書

令
和
○
年
度
○
○
○
漁
港
（
又
は
地
区
）
○
○
○
○
○
○
事
業
の
遂
行
状
況
（
第
○
四
半
期
分
）

を
沖
縄
県
漁
港
漁
場
関
係
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
第

10
条
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
し
ま
す
。

記

１
事
業
遂
行
状
況

（
別
添
２
の
と
お
り
）

２
事
業
着
手
年
月
日

事
業
着
手
届
け
の
事
業
着
手
年
月
日
を
記
載

３
事
業
完
了
予
定
年
月
日

申
請
書
の
事
業
完
了
年
月
日
(変

更
の
場
合
は
変
更
月
日
)を

記
載

別
添
２

事
業
遂
行
状
況

実
施

計
画

出
来

高
進

捗
事
業
名

率
備

考
（
契
約
名
）

事
業
費
(

A
)

交
付
額

事
業
費
(B

)
交
付
額

(
B)

/
(

A
)

円
円

円
円

％
事
業
費

10
0,

00
0,

00
0

85
,0

00
,0

00
21

,5
00

,0
00

18
,2

75
,0

00
23

.8

○
○
漁
港

○
○
設
計

5,
50

0,
00

0
4,

67
5,

00
0

5,
50

0,
00

0
4,

67
5,

00
0

10
0.

0
R
○

.○
.○

～
委
託
業
務

R
○

.○
.○

○
○
漁
港

40
,0

00
,0

00
34

,0
00

,0
00

16
,0

00
,0

00
13

,6
00

,0
00

40
.0

R
○

.○
.○

～
○
○
工
事

R
○

.○
.○

○
○
漁
港

44
,0

00
,0

00
37

,4
00

,0
00

0
0

0.
0

１
月

中
旬

～
○
○
工
事

２
月
末
予
定

執
行
残

10
,5

00
,0

00
8,

92
5,

00
0

契
約

変
更

予
定

、
不

用
予

定
、

工
種

追
加
予
定

記
入

要
領

交
付

決
定

後
は

事
業

年
度

の
各

四
半

期
の

末
日

に
お

け
る

事
業

遂
行

状
況

を
、

当
該

四
半
期
の
最
終
月
の
翌
月
の
１
０
日
ま
で
に
提
出
す
る
。

７
／
１
０
・
１
０
／
１
０
・
１
／
１
０

※
四
半

期
の

報
告

書
に
は
、

契
約
状

況
及
び

工
事
進
捗

が
確
認

で
き
る

資
料
（
請

負
業
者

か
ら

の
月
末
の
報
告
書
、
引
渡
書
等
で
収
受
印
の
あ
る
も
の
）
を
添
付
す
る

※
提
出
部
数

２
部
（
本
庁
１
部
、
事
務
所
等
１
部
）

①
契
約
名
は
、
契
約
締
結
年
月
日
の
早
い
順
に
記
載
す
る
。

②
実
施
計

画
の

事
業
費

（
A
）

の
最
上

段
（

事
業
費

の
行
）
に

各
四
半
期
の
末
日

に
お

け
る
補
助
金
交
付
決
定
額
を
記
載
し
、
二
段
目
以
降
に
各
契
約
金
額
を
記
載
す
る
。

③
出
来
高
の
事
業
費
（

B)
の
最
上
段
（
事
業
費
の
行
）
に
各
契
約
金
額
（
出
来
高
分
）

の
合
計
金
額
を
記
載
し
、
二
段
目
以
降
に
各
契
約
の
出
来
高
（
契
約
金
額
×
進
捗
率
）

を
記
載
す
る
。

④
交

付
額

は
、

実
施

計
画

及
び

出
来

高
の

事
業

費
に

県
補

助
率

を
か

け
た

金
額

を
記

載
す
る
。

⑤
進

捗
率

は
、

少
数

点
第

１
桁

の
数

字
ま

で
記

載
す

る
。

小
数

点
第

２
桁

以
降

は
切

り
捨
て
と
す
る
。

⑥
備
考
欄
に
は
、
各
契
約
の
契
約
工
期
を
記
載
す
る
。

⑦
な
お
、
波
線
以
下
は
、
未
契
約
及
び
執
行
残
が
あ
る
場
合
の
記
入
例
。

執
行

残
に

つ
い

て
は

、
備

考
欄

に
執

行
予

定
内

容
を

で
き

る
だ

け
詳

細
に

記
載

す
る
。

＜
＜
提
出
前
に
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
！
＞
＞

□
年
度
、
地
区
名
、
事
業
名
が
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る

□
実

施
計

画
事

業
費

（
A
)
の

最
上

段
に

は
各

四
半

期
の

末
時

点
の

補
助

金
交

付
決

定
額

が
記

載
さ

れ
、

出
来

高
事

業
費

（
B)

の
最

上
段

に
は

各
契

約
金

額
の

合
計

金
額

が
記

載
さ
れ
て
い
る

□
各
項
目
の
縦
横
の
計
算
に
誤
り
は
な
い

□
備
考
欄
に
契
約
工
期
、
今
後
の
執
行
予
定
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る

□
四

半
期

の
報

告
書

に
は

、
契

約
状

況
及

び
工

事
進

捗
が

確
認

で
き

る
資

料
（

請
負

業
者
か
ら
の
月
末
の
報
告
書
、
引
渡
書
等
で
収
受
印
の
あ
る
も
の
）
を
添
付
す
る
。
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第
３
号
様

式
（

第
６
条
関

係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業

者
名

補
助

金
等

交
付

決
定

変
更

申
請

書

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

令
和

○
年

○
○
月
○

○
日
付

け
沖
縄
県

指
令

農
第
○

○
○
号
で

交
付
決

定
の
通

知
を
受

け
た

○
○
○

漁
港

の
○
○
○

○
○
○

事
業
に
つ

い
て

、
下
記

の
と
お
り

交
付

決
定
額

を
○
○

○
，
○

○
○
円

に
・

経
費
の
配

分
を
・

内
容
を

変
更

し
た
い

の
で
、
沖

縄
県
漁

港
漁
場

関
係
事

業
補
助

金
交
付

要
綱

第
６
条
の

規
定
に

基
づ
き
申

請
し

ま
す
。

記

事
業

計
画

変
更

書

１
変
更

の
理

由
別
冊
の

と
お
り

２
事
業

主
体

○
○
市

町
村

３
変
更

事
業

の
内
容
及

び
経
費

の
配
分

（
１
）

変
更
事

業
計
画
総

括
表

別
紙
１

の
と
お

り

（
２
）

変
更
工

事
費

別
冊
の

と
お
り

イ
変
更

設
計
総
括

表
ロ

変
更

工
事
費
内

訳
表

４
変

更
事
業

の
完
了
予

定
年

月
日

令
和
○

年
○
○

月
○
○

日

５
変

更
収
支

予
算

別
紙
２

の
と
お

り

〔
補

助
金

等
交

付
決

定
変

更
申

請
書

〕
様
式
第

３
号
、
様

式
３

-２
号
（
第

６
条
関

係
）

記
入

要
領

※
提
出

部
数

２
部

（
本
庁

１
部
、

事
務

所
等
１

部
）

①
変

更
申

請
は
、

変
更
認

可
ヒ
ア

リ
ン

グ
後
に

行
う
。

な
お

、
変

更
内

示
通

知
書

に
記

載
さ

れ
た

提
出

期
限

ま
で

に
提

出
す

る
こ

と
と

す
る
。

②
交

付
決

定
年

月
日

及
び

指
令

番
号

は
、

当
該

変
更

申
請

ま
で

に
交

付
さ

れ
た

す
べ

て
の

交
付

決
定

通
知

に
つ

い
て

、
交

付
決

定
年

月
日

の
早

い
順

に
上

段
か

ら
記

載
す

る
。

③
事

業
名

、
事

業
年

度
、

漁
港

名
又

は
地

区
名

は
、

前
回

の
交

付
決

定
の

と
お

り
と

す
る

。

④
申

請
の

変
更
内

容
に
つ

い
て
以

下
の

と
お
り

と
す
る

。
・
交

付
申

請
額
の

増
額
又

は
減
額

の
場

合
※

「
交
付

決
定
額

を
○
，

○
○

○
，
○

○
○
円

に
変
更
し

た
い
の

で
」

・
交

付
申

請
額

の
変

更
は

な
く

、
要

綱
第

６
条

第
２

項
第

２
号

の
経

費
の

配
分

の
変

更
に

当
た

る
場
合

※
「

経
費
の

配
分

を
変
更
し

た
い
の

で
」

・
交

付
申

請
額

の
変

更
は

な
く

、
経

費
の

配
分

の
変

更
も

な
い

が
、

要
綱

第
６

条
第

２
項

第
１

号
の
内

容
の
変

更
に
当

た
る

場
合

※
「
内

容
を

変
更
し
た

い
の
で
」

⑤
補

助
金

額
に

つ
い

て
、

満
額

申
請

の
場

合
は

、
割

当
内

示
の

補
助

金
額

と
す

る
。

内
枠

申
請

の
場

合
は

、
認

可
設

計
書

の
事

業
費

に
対

す
る

補
助

金
額

し
、

千
円

未
満
を

切
り

捨
て
る

も
の
と

す
る
。

⑥
変

更
の

理
由

は
、

別
冊

の
と

お
り

と
し

、
添

付
す

る
認

可
ヒ

ア
リ

ン
グ

資
料

の
理

由
書

に
詳

細
に
記

入
す
る

。

⑦
事

業
主

体
に
つ

い
て
、

前
回
の

交
付

申
請
書

の
と
お

り
と
す

る
。

⑧
３

－
（

２
）

工
事

費
に

つ
い

て
、

変
更

前
の

金
額

を
上

段
（

）
書

き
、

変
更

後
の

金
額

を
下

段
に
記

載
し
た

変
更
認

可
設

計
書

を
添

付
す

る

⑨
変

更
事

業
の
完

了
予
定

年
月
日

は
、

前
回
の

申
請
の

と
お
り

と
す

る
。

特
に

必
要

が
あ

り
変

更
す

る
場

合
は

、
漁

港
漁

場
課

担
当

者
と

事
前

調
整

を
行

う
こ

と
。

年
度

を
超

え
て

工
期

を
変

更
す

る
場

合
は

、
参

考
と

し
て

年
度

終
了

報
告

書
の

事
業

実
績

総
括

表
及

び
予

定
期

間
延

長
申

請
書

の
事

業
進

捗
状

況
を

添
付

す
る

こ
と
。
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別
紙
１

３
変

更
事
業

の
内
容
及

び
経

費
の
配
分

（
１
）

変
更
事

業
計
画
総

括
表

事
業

の
施

行
場

所
事

事
工

間
接

補
補

助
事

補
負

担
区

分

漁
港

名
漁

港
業

業
事

助
事

業
業

等
に

助
市

町
そ

の
備

又
は

地
名

・
所

在
地

主
に

要
す

要
す

る
国

費
県

費
他

考

区
名

種
類

体
費

費
る

経
費

経
費

率
村

費

円
円

円
円

円
円

円
円

別
紙
２

５
変
更

収
支

予
算

（
単
位
：

円
）

市
町
村

議
会
議

決
年
月
日

令
和
○
年

○
月
○

日

収
入
の

部
本

年
度

前
年

度
比

較
区

分
備

考
予

算
額

予
算

額
増

減
(
△

)
(

7,
50

0,
00

0
)

国
庫
補
助
金

10
0,

00
0,

00
0

40
,0

00
,0

00
60

,0
00

,0
00

0
市

町
村

の
財

源
内

訳

(
1,

00
0,

00
0
)

(
1,

00
0,

00
0
円

)

県
費
補
助
金

66
,6

66
,0

00
26

,6
66

,0
00

40
,0

00
,0

00
0

一
般

財
源

33
4,

00
0
円

(
1,

50
0,

00
0
)

(
9,

00
0,

00
0
円

)

市
町
村
費

33
,3

34
,0

00
13

,3
34

,0
00

20
,0

00
,0

00
0

起
債

32
,0

00
,0

00
円

(
10

,0
00

,0
00

)
(

0
円

)

計
20

0,
00

0,
00

0
80

,0
00

,0
00

12
0,

00
0,

00
0

0
漁

協
負

担
金

1,
00

0,
00

0
円

支
出
の

部
本
年
度

前
年

度
比

較
区

分
備

考
予
算
額

予
算

額
増

減
(
△

)
(

10
,0

00
,0

00
)

委
託
料

55
,4

30
,0

00
15

,0
00

,0
00

40
,4

30
,0

00
0

(
0
)

工
事
請
負
費

14
4,

57
0,

00
0

65
,0

00
,0

00
78

,5
70

,0
00

0

(
10

,0
00

,0
00

)

計
20

0,
00

0,
00

0
80

,0
00

,0
00

11
9,

00
0,

00
0

0

⑩
変
更

収
支

予
算

は
当

初
予

算
と

変
更

が
な

け
れ

ば
、
「

該
当

無
し

」
と
記

載
す

る
。

⑪
事

業
費

の
変

更
を

先
に

行
う

必
要

が
あ

る
場

合
は

２
月

上
旬

ま
で

に
変

更
申

請
を

行
う

。
そ

の
場

合
、

工
期

は
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

⑫
変

更
事

業
計

画
総

括
表

・
変

更
工

事
費

は
、
第

１
号
様

式
に
準

ず
る
。

・
変

更
前

の
金

額
を

上
段

（
）

書
き

、
変

更
後

の
金

額
を

下
段

に
記

載
す

る
。

変
更

の
な

い
箇
所

に
つ
い

て
は
上

段
（

）
書

き
す

る
必
要

な
し

。
た

だ
し

、
経

費
配

分
の

変
更

な
ど

で
、

事
業

費
及

び
工

事
費

の
金

額
変

更
は

な
い

が
、

工
事

費
の

内
訳

が
変

更
と

な
る

場
合

、
変

更
前

と
変

更
後

の
金

額
が

同
じ

で
あ

っ
て

も
上

段
（

）
書

き
し
、

変
更

箇
所
が

わ
か
る

よ
う
に

す
る

。

⑬
変

更
収

支
予
算

は
、
第

１
号
様

式
に

準
ず
る

。

※
通

常
は

予
算

上
、

年
度

当
初

で
総

事
業

費
が

確
保

さ
れ

て
い

る
た

め
、

市
町

村
議

会
に

お
い

て
、

補
正

等
で

予
算

額
が

増
減

す
る

場
合

の
み

変
更

収
支

予
算

を
記

載
す

る
。

・
変

更
前

の
金

額
を

上
段

（
）

書
き

、
変

更
後

の
金

額
を

下
段

に
記

載
す

る
。

変
更

の
な

い
箇

所
及

び
比

較
増

減
欄

に
つ

い
て

は
上

段
（

）
書

き
す

る
必

要
な

し
。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
当

該
変
更
申

請
ま
で

に
受
け

た
交
付

決
定
及

び
交
付
決

定
変
更

承
認
通

知
の
通

知
年
月

日
、
指
令

番
号
が

す
べ
て
記

載
さ
れ

て
い
る

□
交

付
決

定
額

の
変

更
の

場
合

、
“

○
，

○
○

○
，

○
○

○
円

”
に

は
補

助
金

額
が

記
載

さ
れ

て
い

る
（
事

業
費
で
は

な
い
）

□
変

更
事
業
の

完
了
予

定
年
月

日
に
は

、
前
回

申
請
と
同

日
が
記

載
さ
れ

て
い
る

（
変

更
す
る
場

合
は
予

定
期
間

延
長
申

請
に
準

ず
る
必
要

書
類
を

添
付
し

て
い
る

）

□
変

更
前
の
金

額
を
上

段
（
）

書
き
す

る
箇
所

は
、
前
回

申
請
書

と
照
合

し
て
相

違
は
な

い

□
変

更
事
業
計

画
総
括

表
は
、

事
業
費

＝
工
事

費
＝
間
接

補
助
事

業
に
要

す
る
経

費
＝
負

担
区
分
の

合
計
と

な
っ
て
い

る

□
変

更
事
業
計

画
総
括

表
は
、

補
助
事

業
等
に

要
す
る
経

費
＝
負

担
区
分

の
国
費

＋
県
費

と
な
っ
て

い
る □
変

更
収
支
予

算
は
、

各
区
分

の
金
額

が
申
請

書
の
各
費

目
の
額

以
上
と

な
っ
て

お
り
、

予
算
上
確

保
さ
れ

て
い
る
（

確
保
さ

れ
て
い

な
い
が

、
流
用

等
を
行
い

確
保
で

き
る
）

□
変

更
収
支
予

算
は
、

収
入
の

部
と
支

出
の
部

の
計
が
一

致
し
て

い
る

□
変

更
収
支
予

算
は
、

収
入
の

部
の
市

町
村
費

が
市
町
村

の
財
源

内
訳
の

計
が
一

致
し
て

い
る
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沖
縄
振

興
公

共
投
資
交

付
金
用

第
３
－
２

号
様

式
（
第
６

条
関
係

）
第

号
年

月
日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業

者
名

補
助

金
等

交
付

決
定

変
更

申
請

書

○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
令
和

○
年
○

○
月
○
○

日
付

け
沖
縄
県

指
令
農

第
○
○

○
号
で

交
付
決

定
の
通
知

を
受
け

た
○
○
○

漁
港
の

○
○
○
○

○
○

事
業
に
つ

い
て
、

収
支
予

算
等
を

変
更
し

、
{
交
付

決
定
額

を
○
○

○
，
○

○
○
円

に
・
経
費

の
配

分
を
・
内

容
を
}
変
更
し

た
い
の
で

、
沖
縄

県
漁
港

漁
場
関

係
事
業

補
助
金

交
付
要

綱
第
６
条

の
規

定
に
基
づ

き
関
係

書
類
を

添
え
て

申
請
し

ま
す
。

記

１
変
更

の
理

由
別
冊
の

と
お
り

２
収
支

予
算

書

予
算

議
決

（
又
は
予

算
議
決

予
定
）

令
和
○
年

○
○
月
○

○
日

３
地
区

別
経

費
の
配
分

表
別
添
１
の

と
お

り

４
事
業

完
了

予
定
年
月

日

区
　

分

（
事

業
名

）

本
年

度

事
業

費

本
年
度

交
付
額

国
　
費

県
　

費
市

町
村

費
備

　
考

○
○

事
業

（
1
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0
）

　
1
5
0
,
0
0
0
,
0
0
0

（
8
5
,
0
0
0
,
0
0
0
）

　
1
2
7
,
5
0
0
,
0
0
0

（
7
5
,
0
0
0
,
0
0
0
）

　
1
1
2
,
5
0
0
,
0
0
0

（
1
0
,
0
0
0
,
0
0
0
）

　
1
5
,
0
0
0
,
0
0
0

（
1
5
,
0
0
0
,
0
0
0
）

　
2
2
,
5
0
0
,
0
0
0

記
入

要
領

※
提
出

部
数

２
部

（
本
庁

１
部
、

事
務

所
等
１

部
）

①
変

更
申

請
は
、

変
更
認

可
ヒ
ア

リ
ン

グ
後
に

行
う
。

な
お

、
変

更
内

示
通

知
書

に
記

載
さ

れ
た

提
出

期
限

ま
で

に
提

出
す

る
こ

と
と

す
る
。

②
交

付
決

定
年

月
日

及
び

指
令

番
号

は
、

当
該

変
更

申
請

ま
で

に
交

付
さ

れ
た

す
べ

て
の

交
付

決
定

通
知

に
つ

い
て

、
交

付
決

定
年

月
日

の
早

い
順

に
上

段
か

ら
記

載
す

る
。

③
事

業
名

、
事

業
年

度
、

漁
港

名
又

は
地

区
名

は
、

前
回

の
交

付
決

定
の

と
お

り
と

す
る

。

④
申

請
の

変
更
内

容
に
つ

い
て
以

下
の

と
お
り

と
す
る

。
・
交

付
申

請
額
の

増
額
又

は
減
額

の
場

合
※

「
交

付
決
定

額
を
○

,○
○
○

,○
○

○
円

に
・
・

・
・

・
・
・

」
・

交
付

申
請

額
の

変
更

は
な

く
、

要
綱

第
６

条
第

２
項

第
２

号
の

経
費

の
配

分
の

変
更

に
当

た
る
場

合
※

「
経

費
の
配

分
を
・

・
・

・
・
・

・
」

・
交

付
申

請
額

の
変

更
は

な
く

、
経

費
の

配
分

の
変

更
も

な
い

が
、

要
綱

第
６

条
第

２
項
第

１
号
の

内
容
の

変
更
に

当
た

る
場
合

※
「
内

容
を
・

・
・
・

・
・

・
」

⑤
補

助
金

額
に

つ
い

て
、

満
額

申
請

の
場

合
は

、
割

当
内

示
の

補
助

金
額

と
す

る
。

内
枠

申
請

の
場

合
は

、
認

可
設

計
書

の
事

業
費

に
対

す
る

補
助

金
額

と
し

、
千

円
未
満

を
切

り
捨
て

る
も
の

と
す
る

。

⑥
変

更
の

理
由

は
、

別
冊

の
と

お
り

と
し

、
添

付
す

る
認

可
ヒ

ア
リ

ン
グ

資
料

の
理

由
書

に
詳

細
に
記

入
す
る

。

⑦
事

業
完

了
予
定

年
月
日

は
、
前

回
の

申
請
の

と
お
り

と
す
る

。
特

に
必

要
が

あ
り

変
更

す
る

場
合

は
、

漁
港

漁
場

課
担

当
者

と
事

前
調

整
を

行
う

こ
と

。
年

度
を

超
え

て
工

期
を

変
更

す
る

場
合

は
、

参
考

と
し

て
年

度
終

了
報

告
書

の
事

業
実

績
総

括
表

及
び

予
定

期
間

延
長

申
請

書
の

事
業

進
捗

状
況

を
添

付
す

る
こ

と
。

⑧
上

記
「

収
支

予
算

書
等

」
の

記
載

要
領

及
び

「
関

係
書

類
」

に
つ

い
て

は
、

別
記

様
式

第
１

－
２

号
様

式
に

準
じ

、
変

更
前

と
変

更
後

を
対

象
比

較
で

き
る

よ
う

に
変

更
に

係
る

部
分
に

つ
い
て

の
み
変

更
前

を
括
弧

書
き
で

上
段
に

記
載

す
る
こ

と
。

⑨
事

業
費

の
変

更
を

先
に

行
う

必
要

が
あ

る
場

合
は

２
月

上
旬

ま
で

に
変

更
申

請
を

行
う

。
そ

の
場
合

、
工
期

は
３
月

３
１

日
ま
で

と
す
る

-20-



別
添
１

地
区
別
経
費
の
配
分
表

記
入
要
領

①
変
更
前
と
変
更
後
を
対
象
比
較
で
き
る
よ
う
に
変
更
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
変
更
前
を
括
弧
書
き
で
上
段
に
記
載
す
る
こ
と
。

②
漁
港
海
岸
事
業
の
場
合
は
、
備
考
欄
に
「
漁
港
海
岸
」
と
記
入
す
る
。

計
画
名

地
区
名

市
町

村
名

事
業
名

事
業

実
施

期
間

事
業

実
施

主
体

　
総

事
業

費
 

　
（

A
）

交
付

限
度

額
算

定
国

費
率

（
B
）

交
付

限
度

額
算

定
基
礎

額

（
C）

＝
（
A）

×
（
B
）

前
年

度
ま
で

の

事
業
費
（

D
）

前
年

度
ま

で
の
交

付
済

み
の

総
額

（
E
）

差
額

（
F
）

○
○
○

○

計
画

○
○

漁
港
及

び

○
○

地
区

○
○
市
町

村
○
○
事

業
H
○

○
年

～

　
　

R
○

年
○

○
市

町
村

5
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

　
7
5
%

　
　

　
3
7
5
,
0
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0

本
年
度
事
業
費

（
G
）

単
年
度
交
付
限
度
額
算

定
基
礎
額

（
H）

＝
（
G
）
×
（
B
）

本
年
度
交

付
限

度
額

算
定
基

礎
額

（
I
）
＝
（
H
）

-
（
F）

本
年

度
都
道

府
県

費
本

年
度
市

町
村

費
本

年
度

そ
の

他
翌
年
度
以
降
事
業
費

（
J）

=
（
A
）
-
（
D
）

-
（
G
）

翌
年
度
以
降
交
付
限
度
額
算
定
基
礎
額

（
K
）
＝
（
C
）
-
（
E
）
-（

I
）

備
考

（
1
0
0
,
0
0
0
,0
0
0
）

1
5
0,
0
0
0
,
0
0

（
7
5
,
0
00
,
0
0
0
）

1
1
2
,
5
0
0
,
0
00

（
75
,
0
0
0
,
0
0
0
）

1
1
2
,
5
0
0
,0
0
0

（
1
0
,
0
00
,
0
0
0
）

1
5
,
0
00
,
0
0
0

（
1
5
,0
0
0
,
0
0
0
）

2
2
,5
0
0
,
0
0
0

0
（

2
0
0
,
0
0
0
,0
0
0
）

1
5
0
,
0
0
0
,0
0
0

（
1
5
0
,
0
00
,
0
0
0
）

1
0
0
,
0
00
,
0
0
0
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１
補

助
金

概
算

払
請

求
す

る
場

合
の

要
件

（
１

）
事

業
着

手
時

に
お

け
る

概
算

払
に

つ
い

て
補

助
事

業
者

が
地

方
自

治
法

施
行

規
則

附
則

第
３

条
の

規
定

に
基

づ
い

て
行

う
前

金
払

（
公

共
工

事
に

要
す

る
経

費
の

う
ち

工
事

１
件

の
請

負
代

金
の

額
が

50
万

円
以

上
の

土
木

建
築

に
関

す
る

工
事

に
関

す
る

前
金

払
）

に
つ

い
て

、
補

助
金

交
付

決
定

額
の

４
割

以
内

に
お

い
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

そ
の

他
の

も
の

に
つ

い
て

は
３

割
以

内
に

お
い

て
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
２

）
補

助
事

業
等

の
進

捗
度

合
を

勘
案

し
て

の
概

算
払

に
つ

い
て

補
助

事
業

者
の

当
該

補
助

事
業

の
支

払
に

見
合

う
補

助
金

の
額

を
超

え
て

は
な

ら
な

い
。

ま
た

、
概

算
払

金
額

は
補

助
金

交
付

決
定

額
の

９
割

を
限

度
と

す
る

。

※
「

進
捗

度
合

」
と

は

建
設

工
事

補
助

事
業

に
お

い
て

は
、

実
際

出
来

高
又

は
各

四
半

期
末

の
出

来
高

見
込

を
い

う
も

の
と

し
、

建
設

工
事

補
助

事
業

以
外

の
補

助
事

業
に

お
い

て
は

、
実

際
支

出
済

額
又

は
各

四
半

期

の
必

要
額

を
い

う
も

の
と

す
る

。
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〔
補

助
金

概
算

払
請

求
書

〕
様

式
第
６
号

（
第

９
条
関
係

）

県
補

助
金

の
概
算

払
に
必

要
な

書
類

※
提
出

部
数

１
部
（

本
庁

１
部
）

①
補

助
金

請
求
書

（
公
印

）
②

出
来
高

調
書

③
契

約
概

要
及
び

概
算
払

金
算

出
式

④
添

付
書

類
（

１
）
請

負
契
約

書
の
写

し
（

改
定
契

約
を
含

む
）

（
２

）
検

査
調
書

等
の
写

し
（

出
来
高

検
査
、

完
成

検
査
等

）
（

３
）
前

払
金
保

証
書
の

写
し

（
前
払

金
を
請

求
す

る
場
合

）
（

４
）
実

際
に
請

負
業
者

へ
の

支
出
が

確
認
で

き
る

書
類
の

写
し

等

※
確

実
に

支
出

す
る

額
で

あ
る

か
ど

う
か

を
十

分
に

確
認

し
、

２
月

上
旬

ま
で

に
漁

港
漁

場
課
の

担
当
の

承
諾
を

得
る

こ
と
。

請
求

額
は

変
更

申
請

書
に

添
付

し
て

い
る

事
業

実
績

総
括

表
の

金
額

（
変

更
不

可
）

と
し

、
３

月
末
ま

で
に
提

出
す

る
こ
と

。

記
入

要
領

①
交

付
決

定
年

月
日

及
び

指
令

番
号

は
、

額
の

確
定

通
知

ま
で

に
交

付
さ

れ
た

す
べ

て
の

交
付

決
定

通
知

に
つ

い
て

、
交

付
決

定
年

月
日

の
早

い
順

に
上

段
か

ら
記

載
す

る
。

②
補
助

金
額
に

つ
い
て
、
今

回
の
概

算
払
に

よ
り

請
求
す

る
補
助

金
額

を
記
載

す
る
。

③
既

受
領

額
（

B）
の

金
額

に
は

概
算

払
に

よ
り

既
に

支
払

い
を

受
け

た
額

、
出

来
高

に
は

前
回
概

算
払
時

の
出

来
高
を

記
載
す

る
。

④
今

回
請

求
額

（
C
）

の
金

額
に

は
今

回
請

求
す

る
補

助
金

額
を

記
載

す
る

。
出

来
高

の
日

付
は
表

右
上
“

○
○

年
○
○

月
○
○

日
”

の
日
付

と
合
わ

せ
る
。

⑤
残

額
（

A
）

-（
B
）

+（
C
）

の
出

来
高

の
日

付
は

事
業

の
完

了
予

定
年

月
日

と
す

る
。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
交
付

決
定

年
月
日

、
指
令

番
号
は

最
終

の
交
付

金
額
の

交
付
決

定
年

月
日
が

記
載

さ
れ

、
地

区
名
、

事
業
名

が
正
し

く
記

載
さ
れ

て
い
る

□
“

補
助

金
○

,○
○
○

,○
○

○
円

”
に

記
載
す

る
請

求
額

は
補

助
金

ベ
ー

ス
（

事
業

費
ベ

ー
ス

で
は
な

い
）
と

な
っ
て

い
る

か

□
既

受
領

額
（

B）
、

今
回

請
求

額
（

C）
、

残
額

の
金

額
は

補
助

金
ベ

ー
ス

と
な

っ
て

い
る
か

□
提
出

書
類

は
（

補
助
金

請
求
書

、
出

来
高
調

書
、
契

約
概
要

及
び
概

算
払

金
算
出

式
、

添
付

書
類

）
す
べ

て
揃
っ

て
お
り

、
内

容
に
齟

齬
は
な

い
か
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別
紙
１

補
助

金
請

求
書

拾
億

千
百

拾
万

千
百

拾
円

請
求

額
￥

３
６

０
６

０
０

０
０

事
業
名

○
○
年

度
○
○

○
○
○
○

○
事
業

（
○
○

○
漁

港
第

○
回
概
算

払
分
）

内
訳

拾
億

千
百

拾
万

千
百

拾
円

交
付
決
定

額
￥

９
０

０
０

０
０

０
０

受
領

済
額

￥
３

０
０

０
０

０
０

今
回
請
求

額
￥

３
６

０
６

０
０

０
０

差
引

残
額

￥
５

０
９

４
０

０
０

０

上
記
の

と
お
り

請
求
し
ま

す
。

年
月

日

債
権
者

住
所

○
○

○
○
○

○
○
○
○

氏
名

○
○

○
○

印

沖
縄

県
知
事

殿

下
記
口

座
に
振
り

替
え
て

下
さ
い

。

銀
行

名
○
○
銀

行
○
○

支
店

預
金

の
種
類

○
○
預

金

口
座

番
号

○
○
○

○
○
○
○

○

口
座

名
義

○
○
市

収
入
役
○

○
○
○

記
入

要
領

①
事

業
名

、
箇
所

名
、
交

付
決
定

額
等

は
、
最

終
交
付

決
定
の

と
お

り
と
す

る
。

②
各

金
額

の
前
に

は
「
￥

」
を
記

載
す

る
。

③
請

求
年

月
日
は

空
欄
と

す
る
。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
年
度

、
事

業
名
、

地
区
名

、
回
数

（
第

○
回
）

は
正
し

く
記
載

さ
れ

て
い
る

□
各
金

額
の

前
に
は

「
￥
」

が
記
載

さ
れ

て
い
る

□
交
付

決
定

額
は
最

終
の
交

付
決
定

金
額

が
正
し

く
記
載

さ
れ
て

い
る

□
請
求

額
は

請
負
業

者
に
支

出
し
た

額
の

補
助
分

で
あ
る

（
年
度

末
の

概
算
請

求
に

お
い

て
、

請
負

業
者

へ
未

支
出

で
あ

る
が

確
実

に
支

出
す

る
額

の
補

助
分

で
あ

る
）

□
請
求

額
は

補
助
金

交
付
決

定
額
の

９
割

以
下
で

あ
る

□
請
求

年
月

日
は
空

欄
と
な

っ
て
い

る

□
振
込

先
は

、
沖
縄

県
に
登

録
さ
れ

て
い

る
一
般

会
計
の

口
座
で

あ
る
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別
紙
２

出
来

高
調

書

事
業
名

：
○

○
○
○
○

○
○
事

業

（
単

位
：

千
円

）

出
来

高
補

助
補

助
金

額
前

払
金

出
来

高
経

費
基

本
額

補
助

率
相

当
額

今
回

前
回

ま
で

累
計

出
来

高
率

%
工

事
費

10
0,

00
0

90
,0

00
26

,4
60

9,
60

0
3,

00
0

12
,6

00
14

.0
○

○
○

○
委

託
業

務
12

,0
00

10
,8

00
7,

80
0

3,
00

0
10

,8
00

10
0.

0
○

○
漁

港
○

○
工

事
73

,0
00

66
,1

50
26

,4
60

0
0

0
0

用
地

取
得

2,
00

0
1,

80
0

1,
80

0
0

1,
80

0
10

0.
0

未
契

約
分

12
,5

00
11

,2
50

0
0

0
0

合
計

10
0,

00
0

90
,0

00
26

,4
60

9,
60

0
3,

00
0

12
,6

00
14

.0

上
記

の
と
お
り

で
あ

る
こ
と
を

証
明
し

ま
す
。

な
お

、
契
約
概

要
は

次
の
と
お

り
で
あ

り
ま
す

。

○
年
○
○

月
○
○
日

補
助
事
業

者
氏

名

こ
の

調
書
の
と

お
り

で
あ
る
こ

と
を
認

め
ま
す

。

漁
港
漁
場

課
長

氏
名

記
入

要
領

出
来
高

調
書

は
、

請
求

額
に

関
わ

ら
ず

実
際

の
工

事
の

出
来

高
を

記
載

す
る

。
（

概
算

払
額
が

実
際

の
出
来

高
を
超

え
て
い

な
い

か
の
確

認
の
た

め
）

①
経

費
欄

に
は

、
工

事
費

を
記

載
し

、
工

事
費

の
内

訳
は

契
約

済
の

契
約

名
を

記
載

す
る

。

②
補

助
基

本
額

欄
に

は
、

各
契

約
に

つ
い

て
契

約
額

を
、

工
事

費
に

つ
い

て
各

契
約

の
合

計
金

額
を
記

載
す
る

。
未

契
約

額
が
あ

る
場
合

に
は
、

未
契

約
額
を

記
載
す

る
。

③
補

助
金

額
欄

に
は

、
補

助
基

本
額

欄
の

各
経

費
の

金
額

に
対

す
る

補
助

金
額

を
記

載
す

る
。

④
前

払
金

相
当

額
欄

に
は

、
当

該
請

求
が

前
払

金
請

求
で

あ
る

場
合

に
記

載
す

る
。

⑤
出

来
高

欄
に

は
、

今
回

請
求

額
、

前
回

で
の

請
求

額
、

今
回

と
前

回
を

合
わ

せ
た

累
計

額
を

記
載
す

る
。

ま
た
、

累
計
額

は
補
助

金
額
×

出
来

高
率
と

な
る
よ

う
に
記

載
す

る
こ
と

。
出

来
高
率

は
、

実
際
の

工
事
等

の
進
捗

率
を
少

数
点
第

１
桁

ま
で
記

載
す
る

。

⑥
年

月
日

は
、
空

欄
と
す

る
。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
補

助
基

本
額

欄
に

記
載

し
て

い
る

契
約

は
、
「

契
約
概

要
及

び
概

算
払

金
額

算
出

式
」

の
請

負
金

額
と
一

致
し
て

い
る

□
各
項

目
の

縦
横
の

計
算
に

誤
り
は

な
い
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別
紙
３

契
約

概
要
及

び
概
算

払
金
額

算
出
式

〔
契

約
概

要
〕

契
約
状

況
契

約
額

請
負

金
額

前
払
率

締
結

履
行

備
考

経
費

（
円
）

(
%
)

年
月

日
期
限

○
○

○
○

委
託

業
務

12
,0

00
,0

00
Ｒ

○
○

.○
.○

Ｒ
○

○
.○

.○
Ｒ

○
○

.○
.○

検
査

済
み

○
○

漁
港

○
○

工
事

73
,5

00
,0

00
Ｒ

○
○

.○
.○

Ｒ
○

○
.○

.○
用
地
取

得
20

,0
00

,0
0

Ｒ
○

○
.○

.○
―

合
計

87
,5

00
,0

00

〔
概

算
払

金
算
出

式
〕

○
○
○

○
委

託
業
務 補
助

率
出

来
高

率

12
,0

00
,0

00
×

9/
10

×
10

0.
0%

－
3,

00
0,

00
0
＝

7,
80

0,
00

0

○
○
漁

港
○

○
工
事 補
助

率
前

払
率

73
,5

00
,0

00
×

9/
10

×
40

.0
%

＝
26

,4
60

,0
00

用
地
取

得
補

助
率

2,
00

0,
00

0
×

9/
10

＝
1,

80
0,

00
0

請
求

額
今

回
請

求
額

合
計

額

23
,0

00
,0

00
＋

36
,0

60
,0

00
＝

39
,0

60
,0

00
（

90
,0

00
,0

00
×

90
%
＝

81
,0

00
,0

00
概

算
払
限

度
額
以
内

）

記
入

要
領

①
契

約
概

要
に

は
、

契
約

締
結

年
月

日
の

早
い

順
に

委
託

業
務

名
又

は
工

事
名

を
記

載
し

、
当

該
契

約
に

係
る

契
約

金
額

、
契

約
締

結
年

月
日

、
契

約
履

行
期

限
を

記
載

す
る

。
前

払
い
が

あ
る
場

合
は
前

払
率

を
記
載

す
る
。

ま
た
、

備
考
欄

に
は
、

契
約
完

了
後

、
検
査

を
行
っ

た
年
月

日
を

記
載
す

る
。

②
概

算
払

金
算

出
式

は
、

各
契

約
に

つ
い

て
、

で
き

る
限

り
わ

か
り

や
す

く
記

載
す

る
。 ま

た
、

請
求

額
が

概
算

払
限

度
額

以
内

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

た
め

、
最

終
交

付
決

定
額

の
９
割

の
金
額

を
算
出

し
記

載
す
る

。

【
概

算
払
算
出

式
参
考

例
】

①
前
払
い
請

求
の

場
合

契
約
額
×

補
助

率
×
前
払

率
=請

求
額

②
出
来
高
払

い
請

求
の
場
合

（
契

約
額

×
補

助
率

×
出

来
高

×
０

.９
）

－
（

前
払

受
領

額
×

補
助

率
×

出
来

高
）

－
（

既
出

来
高

受
領
額

）
=

出
来
高

に
係
る

請
求
額

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
契

約
名

、
請

負
金

額
、

締
結

年
月

日
、

履
行

期
限

は
契

約
書

の
記

載
と

一
致

し
て

い
る □

各
契

約
の

概
算
払

金
算
出

式
は
正

し
い

□
補

助
金

請
求

書
、

出
来

高
調

書
と

の
金

額
に

齟
齬

は
な

い
（

各
契

約
の

千
円

未
満

の
切

り
捨

て
等

）

□
請
求

額
は

補
助
金

交
付
決

定
額
の

９
割

以
下
で

あ
る

□
前
金

払
は

、
保
証

書
の
金

額
と
一

致
し

て
い
る
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〔実績報告〕から〔補助金の額の確定〕まで

１．事務の流れ

国 県 市町村

工事完了

↓

・報告書受理（事務所等経由） ←①← ・実績報告書提出

・工事完成確認 補助金:第8号様式

↓ 交付金:第8-2号様式

・事務検査 →②→ ・受検

・額の確定通知 →③→ ・確定受理

↓

・請求書受理 ←④← ・精算払請求書提出

第 11 号様式

・精算払 →⑤→ ・精算金受領

・実績報告書受理 ←⑥← ・実績報告提出

・確定通知 →⑦→ ・確定通知受理

２．実績報告にあたって注意すべきこと

（１）計画額、工種等は、最終承認のあったものと合致しているか。数値が突合しているか。

（２）交付決定及び変更交付決定年月日、事業費負担区分など正しく記入されているか。

（３）契約に係る年月日等正しく記入されているか。

（４）取得財産の耐用年数は施設の内容を勘案して、適切な年数となっているか。

（５）実績報告はできる限り早めに提出すること。事業完了日は、原則として実績報告書の提出年

月日とする。

（６）県補助金実績報告を国への実績報告として県担当者がとりまとめる必要があるため、作成し

たデータは担当者あてメールなどで提出すること。

３．実績報告書の記入要領

次頁より

４．事務検査及び工事完成確認について

事務検査及び工事完成確認とは、「沖縄県補助金等の交付に関する規則」第 13 条の「報告書等

の書類の審査及び必要に応じて行う現地調査等」である。

事務検査は、交付すべき補助金の額を確定するための書類審査で、実績報告が提出された全事

業箇所において、事務検査を行わなければ補助金の額の確定を行うことができない。

工事完成確認検査は、必要に応じて行う。

５．補助金の額の確定及び補助金の精算払について

事務検査終了後、補助金の額の確定を通知する。

事業主体は、額の確定受理後に精算払請求を行う。

※令和 3 年度までは額の確定通知と同時に補助金の精算払を行っていたが、令和 4 年度から事業主体から

の請求書提出後に精算払を行う。
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〔
実

績
報

告
書

〕
様

式
第

８
号

、
第
８

-２
号

（
第

11
条

関
係

）

第
８
号
様

式
（

第
11

条
関

係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業

者
名

実
績

報
告

書

令
和
○

年
度

○
○
○
漁

港
（

又
は

地
区
）
○

○
○

○
○
○

事
業
を
下

記
の
と

お
り
実

施
し
た

の
で
、

沖
縄
県
漁

港
漁

場
関
係
事

業
補
助

金
交
付
要

綱
第

11
条
第
１

項
の
規

定
に
基

づ
き
報

告
し
ま

す
。

記

１
漁

港
別
又

は
地
区
別

事
業

実
績
表

別
紙
１

の
と
お

り

２
事

業
完
了

年
月
日

令
和
○

年
○
○

月
○
○

日

３
事

業
実
績

総
括
表

別
紙
２

の
と
お

り

４
工

事
費
実

績
内
訳
表

別
紙
３

の
と
お

り

５
取

得
財
産

調
書

別
紙
４

の
と
お

り

６
収

支
精
算

別
紙
５

の
と
お

り

記
入

要
領

※
提

出
部

数
２

部
（
本

庁
１

部
、
事

務
所
等

１
部

）

①
報
告

年
月
日

は
、
事

業
完

了
か
ら

30
日

以
内

又
は

、
補
助

金
の
交

付
決
定

を
受
け

た
年
度

の
３
月

31
日

の
い

ず
れ

か
早
い

期
日

と
す
る

。

②
事

業
の

完
了

年
月

日
は

、
事

業
の

完
了

年
月

日
（

指
令

の
事

業
完

了
年

月
日

以
前

か
つ
、

最
後

工
事

（
業

務
含

む
）

引
取

日
（

引
渡

書
）
）

を
記

入
す

る
。

③
参

考
と

し
て
、

各
工

事
契

約
書

(
変

更
分

も
含

む
)
、

検
査

調
書
及

び
写

真
(
施
行

前
及

び
施

工
後
)
を
添

付
す

る
こ
と

。

別
紙
１

１
漁
港
別

又
は
地

区
別
事

業
実
績

表

漁
港
別
又
は

地
区

別
事
業

実
績
表

事
漁

港
事

交
付

決
定

計
画

実
績

業
名

又
業

番
年

変
更

事
負

担
区

分
事

負
担

区
分

備

は
地

主
月

年
月

業
国

県
市

町
そ

の
業

国
県

市
町

そ
の

考

名
区

名
体

号
日

日
費

費
費

村
費

他
費

費
費

村
費

他

沖
縄

県
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円

指
令

農

○
○

号
○
○
○

○
○

号
○
○
○

記
入

要
領

①
交

付
決

定
の

番
号

欄
に

は
、

上
段

に
当

初
の

交
付

決
定

番
号

、
下

段
に

最
終

交
付

決
定

番
号

を
記

載
す

る
。

ま
た

、
変

更
年

月
日

欄
に

は
、

最
終

変
更

の
年

月
日

を
記

載
す

る
。

た
だ

し
、

こ
の

場
合

の
交

付
決

定
は

、
補

助
金

額
の

交
付

及
び

経
費

の
配

分
の

交
付
決

定
と

し
、
予

定
期

間
延
長

承
認
等

の
補
助

条
件
の

変
更

交
付
決

定
を
含

ま
な

い
。

②
計

画
欄

に
は
、

最
終
交

付
決
定

の
最

終
承
認

の
あ
っ

た
金
額

を
記

載
す
る

。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
年
度

、
地

区
名
、

事
業
名

は
正
し

く
記

載
さ
れ

て
い
る

□
提

出
書

類
は

す
べ

て
揃

っ
て

い
る

（
変

更
分

を
含

む
す

べ
て

の
契

約
書

の
写

し
、

検
査

調
書

の
写

し
、

引
渡

書
の

写
し

、
写

真
（

施
工

前
と

後
の

も
の

で
撮

影
年

月
を

記
載

す
る
）

等
も

添
付
し

て
い
る

）

□
事
業

完
了

年
月
日

は
、
最

も
遅
く

完
了

す
る
契

約
の
引

渡
年
月

日
と

な
っ
て

い
る

□
計

画
欄

は
最

終
交

付
決

定
申

請
の

内
容

（
工

種
、

数
量

、
金

額
）

と
一

致
し

て
い

る

□
書
類

間
の

内
容
に

齟
齬
は

な
い
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〔
現
年
度
終
了

分
の
場
合
〕

別
紙
２

３
事
業
実
績
総

括
表

○
○

○
○
○
○
○
事
業
実
績
総
括
表

漁
港

名
事

業
工

事
費

内
訳

国
費

内
訳

又
は

工
種

事
業

費
工

事
費

本
工

事
費

附
帯

測
量

及
び

用
地

及
び

船
舶

及
び

営
繕

費
補

助
率

交
付

決
定

額
既

受
領

額
不

用
額

精
算

額
返

還
額

地
区

名
主

体
工

事
費

試
験

費
補

償
費

機
械

器
具

Ａ
Ｂ

A
-B

Ｃ
B-

C
費

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円

○
○
漁

港
○

○
市

20
0,

00
0,

00
0

20
0,

00
0,

00
0

14
4,

57
0,

00
0

55
,4

30
,0

00
9/

10
18

0,
00

0,
00

0
18

0,
00

0,
00

0
0

18
0,

00
0,

00
0

0
浮

桟
橋

88
,5

70
,0

00
88

,5
70

,0
00

9/
10

-2
.5

m
物

揚
場

56
,0

00
,0

00
56

,0
00

,0
00

9/
10

設
計

31
,9

30
,0

00
31

,9
30

,0
00

9/
10

土
質

調
査

23
,5

00
,0

00
23

,5
00

,0
00

9/
10

○
○
○
○
○
○
○
事
業
実
績

漁
港

名
事

業
工

事
費

内
訳

国
費

内
訳

又
は

工
種

事
業

費
工

事
費

本
工

事
費

附
帯

測
量

及
び

用
地

及
び

船
舶

及
び

営
繕

費
補

助
率

交
付

決
定

額
既

受
領

額
不

用
額

精
算

額
返

還
額

地
区

名
主

体
工

事
費

試
験

費
補

償
費

機
械
器

具
費

Ａ
Ｂ

A
-B

Ｃ
B-

C
円

円
円

円
円

円
円

円
9/

10
円

円
円

円
円

○
○
漁

港
○

○
市

16
0,

00
0,

00
0

16
0,

00
0,

00
0

14
4,

62
0,

00
0

15
,3

80
,0

00
1/

2
12

7,
85

0,
00

0
12

7,
85

0,
00

0
0

12
7,

85
0,

00
0

0
11

9,
62

6,
00

0
11

9,
62

6,
00

0
10

7,
44

8,
00

0
12

,1
78

,0
00

9/
10

10
7,

66
3,

00
0

10
7,

66
3,

00
0

0
10

7,
66

3,
00

0
0

40
,3

74
,0

00
40

,3
74

,0
00

37
,1

72
,0

00
3,

20
2,

00
0

1/
2

20
,1

87
,0

00
20

,1
87

,0
00

0
20

,1
87

,0
00

0
浮

桟
橋

51
,4

48
,0

00
51

,4
48

,0
00

9/
10

-2
.5

m
物

揚
場

56
,0

00
,0

00
56

,0
00

,0
00

9/
10

魚
礁

施
設

37
,1

72
,0

00
37

,1
72

,0
00

1/
2

設
計

10
,0

00
,0

00
10

,0
00

,0
00

9/
10

土
質

調
査

2,
17

8,
00

0
2,

17
8,

00
0

9/
10

測
量

3,
20

2,
00

0
3,

20
2,

00
0

1/
2

記
入

要
領

※
上
表
は

通
常
の
場
合

の
記
載
例
、

下
表
は
複
数

の
補
助
率

が
あ
る
場

合
の
記
載
例

①
工
種
欄
に

は
、
最
終
承

認
の
あ
っ

た
も
の
を
記

載
す
る
。

②
工

事
費

欄
の

金
額

が
工

事
費

内
訳

の
合

計
金

額
と

な
っ

て
い

る
か

、
事

業
費

欄
の

金
額

が
事

務
費

と
工

事
費

の
合

計
金

額
と

な
っ

て
い

る
か

、
縦

横
の

金
額

の
突

合
を

確
認

す
る
こ
と
。

ま
た
、
複

数
の
補
助
率

あ
る
場
合

は
、
補
助
率

の
高
い
順
に

各
補
助
率

の
小
計
額
を

記
載
す
る

。

③
国
費
内
訳

の
補
助
率
欄

に
は
、
金

額
を
記
載
し

た
行
に
補
助

率
（
各
事

業
国
庫
交
付

要
綱
の
補

助
率
）
を

記
載
す
る
。

補
助
率
が

複
数
あ
る
場

合
は
、
補

助
率
の
高
い

順
に
そ
れ
ぞ

れ
の
金
額

を
記
載
す
る

。

④
国
費
内
訳

の
既
受
領
額

欄
及
び
精

算
額
欄
に
は

、
事
業
費
全

額
執
行
の

場
合
は
、
交

付
決
定
額

の
全
額
を

記
載
す
る
。

不
用
額
が

あ
る
場
合
は

、
精
算
額

欄
に
既
受
領

額
と
同
額
を

記
載
す
る

（
返
還
額
が

０
と
な
る

よ
う
に
す

る
）
。
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〔
繰
越
分
の
場

合
〕

別
紙
２

３
事
業
実
績
総

括
表

○
○
○
○
○
○

○
事
業
実

績
総
括
表

漁
港

名
事

業
工

事
費

内
訳

国
費

内
訳

又
は

工
種

事
業

費
工

事
費

本
工

事
費

附
帯

測
量

及
び

用
地

及
び

船
舶

及
び

営
繕

費
補

助
率

交
付

決
定

額
既

受
領

額
不

用
額

精
算

額
返

還
額

地
区

名
主

体
工

事
費

試
験

費
補

償
費

機
械

器
具
費

Ａ
Ｂ

A
-B

Ｃ
B-

C
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

○
○
漁

港
○

○
市

20
0,

00
0,

00
0

20
0,

00
0,

00
0

14
4,

57
0,

00
0

55
,4

30
,0

00
9/

10
18

0,
00

0,
00

0
18

0,
00

0,
00

0
0

18
0,

00
0,

00
0

0

Ｒ
○

年
度

施
工

分
11

7,
42

9,
00

0
11

7,
42

9,
00

0
61

,9
99

,0
00

55
,4

30
,0

00
9/

10
10

5,
68

6,
00

0
10

5,
68

6,
00

0
0

10
5,

68
6,

00
0

0

浮
桟

橋
61

,9
99

,0
00

61
,9

99
,0

00
9/

10

設
計

31
,9

30
,0

00
31

,9
30

,0
00

9/
10

土
質

調
査

23
,5

00
,0

00
23

,5
00

,0
00

9/
10

Ｒ
○

年
度

施
工

分
62

,5
71

,0
00

62
,5

71
,0

00
62

,5
71

,0
00

9/
10

56
,3

14
,0

00
56

,3
14

,0
00

0
56

,3
14

,0
00

0
9/

10
浮

桟
橋

26
,5

71
,0

00
26

,5
70

,0
00

9/
10

-2
.5

m
物

揚
場

36
,0

00
,0

00
36

,0
00

,0
00

Ｒ
○

年
度

施
行

分
（

未
申

請
）

20
,0

00
,0

00
20

,0
00

,0
00

20
,0

00
,0

00
9/

10
18

,0
00

,0
00

18
,0

00
,0

00
0

18
,0

00
,0

00
0

記
入

要
領

①
工
種
欄
に

は
、
現
年
度

分
と
繰
越

分
を
分
け
て

記
載
す
る
。

各
金
額
が

事
業
費
と
突

合
す
る
よ

う
確
認
す

る
こ
と
。

②
国

費
内

訳
欄

に
は

、
現

年
度

分
と

繰
越

額
を

確
認

し
て

各
々

記
載

す
る

。
既

受
領

額
欄

及
び

精
算

額
欄

に
は

、
事

業
費

全
額

執
行

の
場

合
は

、
交

付
決

定
額

の
全

額
を

記
載

す
る
。
不
用
額

が
あ
る
場
合

は
、
精
算

額
欄
に
既
受

領
額
と
同
額

を
記
載
す

る
（
返
還
額

が
０
と
な

る
よ
う
に

す
る
）
。

③
年
度
終
了

報
告
に
お
い

て
、
年
度

内
で
未
申
請

分
が
あ
る
場

合
は
、
工

種
欄
に

H
○

年
度

施
行
分
（
未

申
請
）
の
欄

を
設
け
、
総

事
業
費
を

内
示
額
に

一
致
さ
せ
る

こ
と
。
（
実

績
報
告
に
お

い
て
は
未
申

請
分
の
記

入
必
要
な
し

）

④
そ
の
他
、

現
年
度
終
了

分
に
準
ず

る
。
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別
紙
３

４
工
事
費
実
績

内
訳
表

工
事
費

実
績
内
訳
表

事
業
名

漁
港
名
又
は
地
区
名

事
業

計
画

実
績

契
約

工
事
完
了

検
査

費
目

工
種

契
約
工
期

検
査
員
職
氏
名

備
考

主
体

数
量

金
額

数
量

金
額

年
月
日

年
月
日

年
月
日

円
円

○
市

工
事
費

20
0,

00
0,

00
0

20
0,

00
0,

90
0

90
0
円
は
市
単
費

本
工
事
費

14
4,

57
0,

00
0

14
4,

57
0,

80
0

浮
桟

橋
L=

70
m

88
,5

70
,0

00
L=

70
m

88
,5

70
,9

00
A

-2
.5

m
物

揚
場

L=
55

m
56

,0
00

,0
00

L=
55

m
55

,9
99

,9
00

L=
20

m
20

,3
63

,2
00

A
L=

35
m

35
,6

36
,7

00
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課
主
任

○
○
○
○

第
１

回
変

更
Ｒ

○
.○

.○
Ｒ

○
年

予
算

と
合

併

測
量
及
び

試
験
費

55
,4

30
,0

00
55

,4
30

,1
00

設
計

一
式

26
,9

30
,0

00
一
式

26
,9

31
,3

00
一
式

19
,1

58
,7

00
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課
長
補
佐

○
○
○

一
式

7,
77

2,
60

0
B

土
質
調
査

一
式

23
,5

00
,0

00
一
式

23
,4

99
,3

00
B

工
事
監
督

一
式

5,
00

0,
00

0
一
式

4,
99

9,
50

0
C

A
の
計

10
8,

93
3,

10
0
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課
長

○
○
○
○

第
１

回
変

更
Ｈ

○
.○

.○
第

２
回

変
更

Ｈ
○

.○
.○

B
の
計

36
,2

71
,9

00
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課
主
幹

○
○
○
○

C
そ

の
１

1,
00

1,
00

0
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課
主
幹

○
○
○
○

C
そ

の
2

3,
99

8,
50

0
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課
主
幹

○
○
○
○

記
入

要
領

①
工
種
欄
、

計
画
欄
の
数

量
及
び
金

額
は
、
最
終

承
認
の
あ
っ

た
も
の
を

記
載
す
る
。

②
実
績
欄
の

金
額
は
、
事

業
実
績
総

括
表
と
突
合

す
る
よ
う
確

認
す
る
。

③
契
約
年
月

日
欄
に
は
当

初
契
約
年

月
日
を
記
載

し
、
契
約
工

期
欄
に
は

最
終
契
約
工

期
を
記
載

す
る
。

④
備
考
欄
に

は
、
契
約
に

変
更
が
あ

っ
た
場
合
の

変
更
契
約
年

月
日
を
記

載
す
る
。

⑤
複
数
の
工

種
を
１
件
の

契
約
で
実

施
し
た
場
合

は
、
表
の
下

段
で
集
計

し
、
契
約
年

月
日
以
下

を
記
載
す

る
。

⑥
前
年
度
繰

越
予
算
と
現

年
度
予
算

を
併
せ
て
発

注
し
て
い
る

場
合
は
、

合
計
の
契
約

額
を
備
考

欄
に
記
載

す
る
。

⑦
市
町
村
単

費
が
あ
る
場

合
は
、
備

考
欄
に
記
載

す
る
。

-31-



別
紙
４

５
取

得
財
産

調
書

取
得

財
産
調

書

名
称

形
状

寸
法

数
量

単
価

価
格

検
収

年
月

日
耐
用

年
数

備
考

円
円

浮
桟

橋
RC

･
ﾓﾉ
ｺｯ
ｸ
ﾀ
ｲﾌ
ﾟ

L=
70

m
1,

26
5,

28
5

88
,5

70
,0

00
Ｒ
○

.○
.○

30
年

-2
.5

m
物

揚
場

方
塊

ﾌﾞ
ﾛ
ｯｸ
式

L=
55

m
1,

01
8,

18
1

56
,0

00
,0

00
Ｒ
○

.○
.○

50
年

記
入

要
領

取
得

財
産

調
書

は
、

事
業

年
度

の
当

該
補

助
金

に
係

る
取

得
財

産
に

つ
い

て
作

成
す

る
調

書
で

、
数

カ
年

の
事

業
で

最
終

的
に

取
得

し
た

財
産

と
は

異
な

る
た

め
、

あ
く

ま
で

当
該
年

度
の
補

助
金
に

か
か

る
部
分

に
つ
い

て
の

み
作
成

す
る
も

の
で
あ

る
。

①
名

称
欄

に
は

、
工

事
費

実
績

内
訳

表
（

又
は

事
業

実
績

総
括

表
）

の
工

種
で

取
得

財
産
と

な
る
も

の
を
記

載
す

る
。

②
形

状
寸

法
欄

に
は

、
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

、
木

造
、

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
敷
等

の
構
造

や
規

格
等
を

記
載
す

る
。

③
数

量
・

価
格

欄
に

は
、

工
事

費
実

績
内

訳
表

の
各

工
種

の
数

値
・

金
額

を
記

載
す

る
。

④
単

価
欄

に
は

、
価

格
を

数
量

で
割

っ
た

金
額

を
記

載
す

る
。

小
数

点
以

下
は

切
り

捨
て
る

。

⑤
検

収
年

月
日

欄
に

は
、

工
事

費
実

績
内

訳
表

の
各

工
種

の
契

約
検

査
年

月
日

を
記

載
す
る

。

⑥
耐

用
年

数
欄
に

は
、
『

農
林

畜
水

産
業
関

係
補

助
金

等
交

付
規

則
及

び
減

価
償

却
資

産
の
耐

用
年
数

等
に
関

す
る

省
令
』

に
基
づ

い
た

年
数
を

記
載
す

る
。

⑦
備

考
欄

に
は

、
特

殊
な

構
造

や
規

格
の

も
の

が
あ

る
場

合
等

、
必

要
に

応
じ

て
記

載
す
る

。

別
紙
５

６
収
支
精

算
（
単

位
：
円
）

収
入
の
部

本
年
度

本
年
度

比
較

区
分

備
考

精
算
額

予
算
額

増
減

(
△
)

国
庫
補

助
金

18
0,

00
0,

00
0

18
0,

00
0,

00
0

0
0

市
町

村
の

財
源

内
訳

県
費
補

助
金

0
0

0
0

一
般

財
源

33
4,

00
0
円

市
町
村

費
20

,0
00

00
0

20
,0

00
,0

00
0

0
起

債
33

,0
00

,0
00

円

計
20

0,
00

0,
00

0
20

0,
00

0,
00

0
0

0
寄

付
金

0
円

支
出
の
部

本
年
度

本
年
度

比
較

区
分

備
考

精
算
額

予
算
額

増
減

(
△
)

委
託

料
55

,4
30

,0
00

55
,4

30
,0

00
0

0
工
事
請

負
費

14
4,

57
0,

00
0

14
4,

57
0,

00
0

0
0

計
20

0,
00

0,
00

0
20

0,
00

0,
00

0
0

0

記
入

要
領

①
本

年
度

予
算
額

欄
に
は

、
最
終

承
認

の
あ
っ

た
も
の

を
記
載

す
る

。

②
本

年
度

精
算

額
は

、
漁

港
別

又
は

地
区

別
事

業
実

績
表

、
事

業
実

績
総

括
表

と
突

合
し

て
い

る
か
確

認
す
る

。
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沖
縄

振
興
公

共
投
資

投
資

交
付
金

用

第
８

－
２

号
様

式
（

第
11

条
関

係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業
者

名

実
績

報
告

書

令
和

○
年

度
○

○
○

漁
港

（
又

は
地

区
）

○
○

○
○

○
○

事
業

を
下

記
の

と
お

り
実

施
し

た
の

で
、

沖
縄

県
漁

港
漁

場
関
係

事
業
補
助

金
交
付

要
綱

第
11

条
第
１

項
の

規
定
に
基

づ
き
報

告
し
ま

す
。

記

１
事
業
目
的

２
収
支
精
算
書

(
別
添
３
、
別
添
４
の
と
お
り

)
３

事
業
の
成
果

(
別
添
５
か
ら
別
添

７
ま
で
の
と
お
り
)

４
事
業
の
完
成

令
和

○
年
○
○
月
○
○
日

５
添

付
書

類
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

費
の

根
拠

と
な

る
支

払
経

費
ご

と
の

内
訳

を
記

載
し

た
資

料
帳
簿
の
写
し
又
は
交
付
金

調
書
の
写
し
の
い
ず
れ
か
を
添

付
す
る
こ
と
。

別
添
３

収
支
精
算
書

別
添
４

県
補
助
金
精
算

　

区
　

分

（
事

業
名

）

　

本
年

度

事
業

費

　

本
年

度

交
付

額
国
　

費
　

県
　

費
市

町
村

費
備

　
　

考

○
○

○
事

業

(
1
5
0
,
0
0
0
,
0
0
0
)

9
0
,
0
0
0
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0
,
0
0
0

(
1
2
7
,
5
0
0
,
0
0
0
)

7
6
,
5
0
0
,
0
0
0

5
1
,
0
0
0
,
0
0
0

(
1
1
2
,
5
0
0
,
0
0
0
)

　
6
7
,
5
0
0
,
0
0
0
 

　
4
5
,
0
0
0
,
0
0
0

(
1
5
,
0
0
0
,
0
0
0
)

9
,
0
0
0
,
0
0
0

6
,
0
0
0
,
0
0
0

(
2
2
,
5
0
0
,
0
0
0
)

1
3
,
5
0
0
,
0
0
0

9
,
0
0
0
,
0
0
0

　

区
　
分

（
事
業
名
）

　

本
年
度
交

付
決
定
額

　

本
年
度
精

算
事
業
費

精
算
交
付
額

概
算

払

受
領

額

差
引

交
付
額
　

未
受

領
額
（
返

還
額
）

備
　
　
考

○
○
○
事
業

1
27
,
50
0,
0
00

1
5
0,
00
0
,0
0
0

1
2
7,
50
0
,0
0
0

76
,
50
0
,0
00

51
,
00
0
,0
0
0

記
入

要
領

①
報

告
年

月
日

は
、

補
助

金
交

付
決

定
通

知
に

お
け

る
完

了
予

定
年

月
日

以
前

と
す

る
。

②
事

業
目

的
は
補

助
金
交

付
申
請

書
の

事
業
の

目
的
と

同
じ
と

す
る

。

③
事

業
の

完
了
年

月
日
は

、
指
令

の
事

業
完
了

年
月
日

以
前
と

す
る

。
※

完
了

年
月

日
は

本
年
度

事
業

の
最

後
工

事
（
業

務
含

む
）

引
取
日
（

引
渡
書

）
と

す
る

④
参

考
と

し
て

、
各

工
事

（
委

託
含

む
）

の
契

約
書

と
検

査
調

書
・

引
渡

書
の

写
し

及
び

写
真

（
施
工

前
及
び

施
工
後

）
を

添
付
す

る
こ
と

。

⑤
収

支
精

算
書
に

つ
い
て

・
予

算
額

を
上
段

（
）

書
き
、

精
算

額
を
下

段
に
記

載
す
る

。
※

前
年

度
か

ら
の

繰
越

事
業

の
場

合
は

、
予

算
額

を
上

段
（

）
書

き
、

現
年

施
行

分
を
中

段
、
繰

越
額
を

下
段
に

記
載

す
る
。

・
予

算
額

は
、
最

終
交
付

決
定
額

を
そ

れ
ぞ
れ

記
載
す

る
。

⑥
県

補
助

金
精
算

に
つ
い

て

・
本

年
度

交
付
決

定
額
欄

に
は
、

最
終

交
付
決

定
額
を

記
載
す

る
。

・
本

年
度

精
算
事

業
費
欄

に
は
、

最
終

実
績
額

事
業
費

を
記
載

す
る

。
・

精
算

交
付

額
欄

に
は

、
最

終
実

績
事

業
費

に
対

応
す

る
補

助
金

額
を

記
載

す
る

。
・

概
算

払
受

領
額

欄
に

は
、

事
業

完
了

ま
で

に
県

か
ら

概
算

払
い

を
受

け
た

額
を

記
載
す

る
。

・
差

引
交

付
額

未
受

領
額

（
返

還
額

）
欄

に
は

、
精

算
交

付
額

か
ら

概
算

払
受

領
額

を
差

引
い

た
額
を

記
載
す

る
。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
年
度

、
地

区
名
、

事
業
名

は
正
し

く
記

載
さ
れ

て
い
る

□
提

出
書

類
は

す
べ

て
揃

っ
て

い
る

（
変

更
分

を
含

む
す

べ
て

の
契

約
書

の
写

し
、

検
査

調
書

の
写

し
、

引
渡

書
の

写
し

、
写

真
（

施
工

前
と

後
の

も
の

で
撮

影
年

月
を

記
載

す
る
）

等
も

添
付
し

て
い
る

）

□
事
業

完
了

年
月
日

は
、
最

も
遅
く

完
了

す
る
契

約
の
引

渡
年
月

日
と

な
っ
て

い
る

□
書
類

間
の

内
容
に

齟
齬
は

な
い
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別
添
５

地
区
別
経
費
の
配
分
表

記
入

要
領

①
総
事
業
量
欄
に
は
、
事
業
実
施
期
間
内
に
予
定
し
て
い
る
す
べ
て
の
工
種
及
び
計
画
量
を
記
載
す
る
。

②
前
年
度
ま
で
の
事
業
量
欄
に
は
、
前
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
工
種
及
び
整
備
事
業
量
を
記
載
す
る
。

③
本
年
度
事
業
量
欄
に
は
、
本
年
度
及
び
翌
年
度
に
繰
越
し
て
実
施
し
た
工
種
及
び
整
備
事
業
量
を
記
載
す
る
。

④
本
年
度
事
業
費
～
本
年
度
そ
の
他
欄
に
は
、
予
算
額
を
上
段
（

）
書
き
、
年
度
内
施
行
額
を
中
段
、
翌
年
度
繰
越
額
を
下
段
に
記
載
す
る
。

⑤
漁
港
海
岸
事
業
の
場
合
は
、
備
考
欄
に
「
漁
港
海
岸
」
と
記
入
す
る
。

 
計

画
名

 
地

区
名

 
市

町
村

名
事

業
名

事
業
実

施
期

間
事

業
実

施
主

体
総

事
業

量
総

事
業

費

（
A
）

交
付

限
度

額
算

定
国

費
率

(
B
)

交
付

限
度

額

算
定

基
礎

額

(
C
)
＝

(
A
)
×

(
B
)

前
年

度
ま

で

の
事

業
量

前
年

度
ま

で

の
事

業
費

(
D
)

前
年

度
ま

で
の

交
付

済
み

の
総

額

(
E
)

差
額

(
F
)

○
○

○
○

計
画

○
○

漁
港

及

び
○

○
地

区
○

○
市

町
村

○
○

事
業

H
○

○
年

～

　
H
○

○
年

○
○

市
町

村

岸
壁

○
○

m

波
除

堤
○

○
m

魚
礁

○
○

個

5
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

7
5
%

　
　
　

3
7
5
,
0
0
0
,
0
0
0

岸
壁

○
○

m

魚
礁

○
○

個

2
0
0
,
0
0
0
,
0
0
0

　
1
5
0
,
0
0
0
,
0
0
0

　
　

0

本
年
度
事
業
量

本
年
度
事
業
費

（
Ｇ
）

単
年
度
交
付
限
度

算
定
基
礎
額

（
Ｈ
）
＝
（
Ｇ
）
×
（
Ｂ
）

本
年
度
交
付
限
度
算
定
基
礎
額

（
Ｉ
）
＝
（
Ｈ
）
-
（
Ｆ
）

精
算
交
付
額

（
Ｊ
）

本
年
度
都
道
府
県
費

本
年
度
市
町
村
費

本
年
度
そ
の
他

次
年
度
調
整
額

（
Ｋ
）
＝

（
Ｊ
）

-
（
Ｉ
）

翌
年
度
以
降
事
業
量

翌
年
度
以
降
事
業
費

（
Ｌ
）
＝

（
Ａ
）
-
（
Ｄ
）
-
（
Ｇ
）

翌
年
度
以
降
交
付
額

算
定
基
礎
額

（
Ｍ
）
＝
（
Ｃ
）
-
（
Ｅ
）
-

（
Ｉ
）
-
（
Ｊ
）

備
考

岸
壁
○
○
m

魚
礁
○
○
個

(1
5
0
,0
0
0
,0
0
0)

9
0,
0
0
0,
0
00

6
0,
0
0
0,
0
00

(1
1
2
,5
0
0
,0
0
0)

6
7,
5
0
0,
0
00

4
5,
0
0
0,
0
00

(1
1
2,
5
0
0,
0
0
0)

67
,
5
00
,
00
0

45
,
0
00
,
00
0

(1
1
2
,5
0
0
,0
0
0
)

6
7,
5
00
,
0
00

4
5,
0
00
,
0
00

(
15
,
0
00
,
00
0
)

9
,
00
0
,0
0
0

6
,
00
0
,0
0
0

　
(
2
2,
5
0
0,
0
00
)

　
1
3
,
50
0
,0
0
0

　
9,
0
0
0,
0
0
0

(
0
)

0 0

0
波
除
堤
○
○
m

1
50
,
00
0
,
00
0

1
12
,
50
0
,
00
0
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別
添
６

１
地

区
別
検

査
調
書

２
残

材
料

調
書

別
添
７

財
産

管
理
台
帳

地
区
名

（
契
約
名
）

事
業

実
施
主

体
名

実
施
報

告
書

提
出
年

月
日

検
査

年
月
日

（
確

認
年
月
日
）

検
査
員
氏
名

（
確
認
者
氏
名
）

備
　
　
考

○
○
漁
港

○
○
工
事

○
○

市
町

村
Ｒ

○
.
○

.
○

Ｒ
○

.
○
.
○

○
○
課
主
幹

○
○
○
○

地
区
名

名
　
称

形
状
寸
法

数
　
量

　
単
　
価

金
　
額

検
収
入
は

取
得
年
月
日

備
　
　
考

○
○
漁
港

鋼
管

φ
=
1,
00
0㎜

ｔ
=
10
㎜

 
L=
6m

3
0本

5
00
,0
00

15
,0
00
,0
00

Ｒ
○
年
○
月
○
日

岸
壁

事
業

名
地

区
名

事
業

実
施

主
体

名
　

称
形

状
寸

法
数

　
量

単
　

価
取

得
金

額
検
収

入
は

取
得

年
月

日

処
分

制
限

期
間

処
分

状
況

備
　
考

耐
用

年

数

処
分
制

限

年
月
日

処
分

の

種
類

処
分
の

年
月
日

補
助
金

返

還
額

○
○

事
業

○
○

漁
港

及
び

○
○

地
区

○
○

市
町

村
第

２
防

波
堤

コ
ン

ク
リ

ー
ト

L
＝

1
3
0
ｍ

1
5
3
,
8
4
6
円

2
0
,
0
0
0
,
0
0
0
円

　
Ｒ

0
.
0
.
0

○
○
年

Ｒ
0
.
0
.
0

廃
棄

R
0
.
0
.
0

○
○
○

円
7
5
%

記
入

要
領

①
地

区
別

検
査
調

書
に
つ

い
て

・
地

区
名

（
契
約

名
）
欄

に
は
、

地
区

及
び
契

約
名
を

記
載
す

る
。

※
地

区
別

検
査

調
書

に
は

、
工

事
、

委
託

含
め

、
す

べ
て

の
契

約
に

関
す

る
事

項
を

各
契

約
毎

に
記
載

す
る
。

・
実

績
報

告
書

提
出

年
月

日
欄

に
は

、
県

に
実

績
報

告
書

を
提

出
し

た
年

月
日

を
記

載
す

る
。

・
検

査
年

月
日

（
確

認
年

月
日

）
欄

に
は

、
各

工
種

の
契

約
検

査
年

月
日

を
記

載
す

る
。

・
検

査
員

氏
名
欄

に
は
、

検
査
員

の
役

職
と
氏

名
を
記

載
す
る

。

②
残

材
料

調
書
に

つ
い
て

・
名

称
欄

に
は
、
購
入

は
し
た

も
の
の

、
当

該
年
度

で
は
未

使
用
の

材
料
が

あ
れ

ば
、

そ
の

材
料

名
を
を

記
載
す

る
。

・
形

状
寸

法
欄
に

は
、
残

材
料
の

長
さ

、
幅
等

の
形
状

寸
法
を

記
載

す
る
。

・
単

価
欄

に
は

、
金

額
を

数
量

で
割

っ
た

金
額

を
記

載
す

る
。

少
数

点
以

下
は

切
り

捨
て

る
。

・
検

収
又

は
取

得
年

月
日

欄
に

は
、

材
料

の
取

得
年

月
日

（
契

約
検

査
年

月
日

）
を

記
載

す
る

。
・
備

考
欄

に
は
、

当
該
材

料
を
使

用
す

る
工
種

の
名
称

を
記
載

す
る

。

③
財

産
管

理
台
帳

に
つ
い

て

・
名

称
欄

に
は
、

当
該
工

事
の
工

種
で

取
得
財

産
と
な

る
も
の

を
記

載
す
る

。
・

形
状

寸
法

欄
に

は
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
、

木
造

、
ア

ス
フ
ァ

ル
ト

敷
等
の

構
造
や

規
格
等

を
記

載
す
る

。
・

単
価

欄
に

は
、

金
額

を
数

量
で

割
っ

た
金

額
を

記
載

す
る

、
少

数
点

以
下

は
切

り
捨
て

る
。

・
検

収
又

は
取
得

年
月
日

欄
に
は

、
各

工
種
の

契
約
検

査
年
月

日
を

記
載
す

る
。

・
耐

用
年

数
欄

に
は

、
農

林
畜

産
業

関
係

補
助

金
等

交
付

規
則

及
び

減
価

償
却

資
産

の
耐

用
年

数
等
に

関
す
る

省
令
に

基
づ

い
た
年

数
を
記

載
す
る

。
・

処
分

制
限

年
月

日
欄

に
は

、
取

得
年

月
日

か
ら

耐
用

年
数

を
起

算
し

た
年

月
日

を
記
載

す
る

。
・
「

処
分
の

状
況

」
欄

に
は

、
耐

用
年

数
前

に
処

分
し

た
財

産
が

あ
れ

ば
、

当
該

処
分

の
種

類
、

処
分
の

年
月
日

及
び
補

助
金

返
還
額

を
記
載

す
る
。

・
数

年
に

わ
た

っ
て

施
行

す
る

施
設

に
つ

い
て

は
、

完
成

し
た

年
度

で
記

載
す

る
も

の
と

し
て

、
備
考

欄
に
施

行
期
間

を
記

載
す
る

。
・
備

考
欄

に
は
、

当
該
事

業
に
係

る
国

費
率
等

を
記
載

す
る
。
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第
11

号
様

式
（
第

12
条
関

係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業

者
名

精
算

払
請

求
書

○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○

令
和
○

年
○

○
月
○
○

日
付
け

沖
縄
県
指

令
農

第
○
○

号
で
交
付

決
定
の

通
知
を

受
け
た

○
○
○

漁
港
（
又

は
地

区
）
の
○

○
○
○

○
○
事
業

の
精

算
払
の

請
求
を
し

た
い
の

で
、
沖

縄
県
漁

港
漁
場

関
係
事
業

補
助

金
交
付
要

綱
第

12
条

の
規

定
に
基
づ

き
、
補

助
金
○

,○
○

○
,○

○
○
円
を

精
算
払

に
よ
っ
て

交
付

さ
れ
た
く

請
求
し

ま
す
。

記

１
補

助
金
請

求
書

別
紙
１
の

と
お
り

〔
精

算
払

請
求

書
〕

様
式

第
11

号
（

第
12

条
関

係
）

記
入
要

領

※
提
出

部
数

１
部

（
本
庁

１
部
）

①
請

求
は

、
額
の

確
定
通

知
後
に

行
う

。

②
交

付
決

定
年

月
日

及
び

指
令

番
号

は
、

額
の

確
定

通
知

ま
で

に
交

付
さ

れ
た

す
べ

て
の

交
付

決
定

通
知

に
つ

い
て

、
交

付
決

定
年

月
日

の
早

い
順

に
上

段
か

ら
記

載
す

る
。

③
補

助
金

額
に

つ
い

て
、

最
終

交
付

決
定

さ
れ

た
補

助
金

額
（

額
の

確
定

に
よ

り
通

知
さ

れ
た

額
）
と

す
る
。

概
算

払
に

よ
り

補
助

金
額

の
一

部
が

支
払

わ
れ

て
い

る
場

合
は

、
最

終
交

付
決

定
額
よ

り
支

払
済
額

を
引
い

た
金
額

を
記

載
す
る

。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
交
付

決
定

年
月
日

、
指

令
番
号

は
最
終

の
交

付
決
定

年
月
日

が
記
載

さ
れ
、
地
区

名
、

事
業

名
が

正
し
く

記
載
さ

れ
て
い

る

□
提
出

書
類

は
す
べ

て
揃
っ

て
い
る

（
補

助
金
請

求
書
）

□
“

補
助

金
○

,○
○
○

,○
○

○
円

”
に

は
補
助

金
額

が
記

載
さ

れ
て

い
る

（
事

業
費

で
は
な

い
）

□
必
要

書
類

は
す
べ

て
揃
っ

て
お
り

、
内

容
に
齟

齬
は
な

い
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別
紙
１

補
助

金
請

求
書

拾
億

千
百

拾
万

千
百

拾
円

請
求

額
￥

５
０

９
４

０
０

０
０

事
業
名

○
○
年

度
○
○

○
○
○
○

○
事
業

（
○
○

○
漁

港
精

算
払
分
）

内
訳

拾
億

千
百

拾
万

千
百

拾
円

交
付
決
定

額
￥

９
０

０
０

０
０

０
０

受
領

済
額

￥
３

９
０

６
０

０
０

０

今
回
請
求

額
￥

５
０

９
４

０
０

０
０

差
引

残
額

￥
０

上
記
の

と
お
り

請
求
し
ま

す
。

年
月

日

債
権
者

住
所

○
○

○
○
○

○
○
○
○

氏
名

○
○

○
○

印

沖
縄

県
知
事

殿

下
記
口

座
に
振
り

替
え
て

下
さ
い

。

銀
行

名
○
○
銀

行
○
○

支
店

預
金

の
種
類

○
○
預

金

口
座

番
号

○
○
○

○
○
○
○

○

口
座

名
義

○
○
市

収
入
役
○

○
○
○

記
入

要
領

①
事

業
名

、
箇
所

名
、
交

付
決
定

額
等

は
、
最

終
交
付

決
定
の

と
お

り
と
す

る
。

②
各

金
額

の
前
に

は
「
￥

」
を
記

載
す

る
。

③
請

求
年

月
日
は

空
欄
と

す
る
。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
年
度

、
事

業
名
、

地
区
名

、
回
数

（
第

○
回
）

は
正
し

く
記
載

さ
れ

て
い
る

□
各
金

額
の

前
に
は

「
￥
」

が
記
載

さ
れ

て
い
る

□
交
付

決
定

額
は
最

終
の
交

付
決
定

金
額

が
正
し

く
記
載

さ
れ
て

い
る

□
請
求

額
は

請
負
業

者
に
支

出
し
た

額
の

補
助
分

で
あ
る

（
年
度

末
の

概
算
請

求
に

お
い

て
、

請
負

業
者

へ
未

支
出

で
あ

る
が

確
実

に
支

出
す

る
額

の
補

助
分

で
あ

る
）

□
請
求

年
月

日
は
空

欄
と
な

っ
て
い

る

□
振
込

先
は

、
沖
縄

県
に
登

録
さ
れ

て
い

る
一
般

会
計
の

口
座
で

あ
る
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〔事業の繰越〕から〔補助金の額の確定〕まで

１．事務の流れ

国 県 市町村

現年度 事業執行

↓年度末

・繰越額事前調整 ←②← ・繰越額事前調整 ←①← ・繰越額事前調整（12 月頃）

（繰越枠の報告）

・繰越額の最終調整（1 月中）

（繰越額及び工期の確認）

・申請書受理(事務所経由) ←③← 予定期間延長承認申請

【第4号様式】

・申請受理 ←⑤← ・繰越申請 ←④← ・繰越申請

【繰越様式】

・繰越承認 →⑥→ 繰越確定（承認受理） →⑦→ ・繰越額の確定(3 月初）

・期間延長承認 →⑧→ ・承認受理

・繰越額の確定 →⑨→ ・繰越額の確定

・請求書受理 ←⑩← ・年度内執行分概算払請求

【第6号様式】

・概算払 →⑪→ ・概算払金受領

翌年度

・報告書受理 ←⑨← 年度終了報告書提出

・報告書受理 ←⑩← ・年度終了報告書提出 ↓【第9号・9-2号様式】

工事完了

以下「実績報告から補助金の額の確定まで」と同じ

２．事業繰越にあたって注意すべきこと

（１）事業の繰越が見込まれる場合、事業完了予定年月日の１ヶ月前には予定期間延長承認申請を

提出すること。

（２）事業完了予定年月日は、工事工期、検査期間等を念頭に入れて適正に設定すること。又、特

に必要があり、３月２０日以降の日付とする場合は、漁港漁場課担当者と事前調整を行うこと。

３．繰越手続関係書類の記入要領

次頁より
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第
４
号
様

式
（

第
７
条
関

係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業

者
名

予
定

期
間

延
長

承
認

申
請

書

令
和

○
年

度
○
○
月

○
○
日

付
け
沖
縄

県
指

令
農
第

○
○
○
号

で
交
付

決
定
の

通
知
を

受
け
た

○
○
○

漁
港

○
○
○
○

○
○
事

業
に
つ
い

て
、

下
記
の

理
由
で
予

定
期
間

内
に
完

了
で
き

な
い
の

で
、
沖

縄
県

漁
港
漁
場

関
係
事

業
補
助
金

交
付

要
綱
第

７
条
第
１

項
の
規

定
に
基

づ
き
、

予
定
期

間
の
延

長
を

承
認
さ
れ

た
く
申

請
し
ま
す

。

記

１
事

業
着

手
年
月
日

令
和

○
年
○
○

月
○
○

日

２
当

初
完

了
年
月
日

令
和

○
年
○
○

月
○
○

日

３
承

認
を

受
け
よ
う

と
す
る

延
長
期
限

令
和

○
年
○
○

月
○
○

日

４
事

業
が

予
定
期
間

内
に
完

了
し
な
い

理
由

別
紙

１
の
と
お

り

５
事

業
進

捗
状
況

別
紙

２
の
と
お

り

〔
予

定
期

間
延

長
承

認
申

請
書

〕
様

式
第
４

号
（

第
７

条
関

係
）

記
入

要
領

※
提
出

部
数

２
部

（
本
庁

１
部
、

事
務

所
等
１

部
）

①
交

付
決

定
年
月

日
及
び

指
令
番

号
は

、
最
終

交
付
決

定
通

知
に
つ

い
て
記

載
す

る
。

②
事

業
着

手
年

月
日

は
、

事
業

着
手

届
に

記
載

し
た

年
月

日
（

交
付

決
定

後
直

近
の

契
約

締
結

年
月
日

）
を
記

載
す
る

。

➂
事

業
の

完
了

年
月

日
は

、
最

終
検

査
年

月
日

と
し

、
３

月
２

０
日

以
降

の
日

付
と

な
る

場
合

は
、
漁

港
漁
場

課
担
当

者
と

事
前
調

整
を
行

う
こ
と

。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
市
町

村
長

名
は
正

し
く
記

載
さ
れ

て
い

る

□
事
業

年
度

、
地
区

名
、
事

業
名
は

正
し

く
記
載

さ
れ
て

い
る

□
事

業
着

手
年

月
日

（
事

業
着

手
届

の
着

手
年

月
日

）
、
当

初
完

了
年

月
日
（

変
更

の
場

合
は

変
更

最
終
月

日
）
は

正
し
く

記
載

さ
れ
て

い
る

□
承
認

を
受

け
よ
う

と
す
る

延
長
期

限
は

別
紙

2
の

業
務
工

程
と
一

致
し

て
い
る

。
又
、

平
日

（
土
日

祝
日
を

除
い
た

日
）

で
あ
る

□
別
紙

1
の

資
料

は
詳

細
に
記

載
さ
れ

て
い

る
（
様

式
は
任

意
）

□
２
月

上
旬

ま
で
に

提
出
す

る
こ
と

□
翌

年
度

へ
繰

越
す

る
場

合
は

、
年

度
終

了
報

告
書

の
事

業
実

績
総

括
表

を
参

考
資

料
と
し

て
添

付
す
る

こ
と
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別
紙
２

５
事
業
進
捗
状

況
令
和
○
年
度

○
○
漁
港

○
○
○
○
○

事
業
進
捗

状
況

費
目
及
び
契
約
名

計
画
事
業
費

実
績
事
業
費

進
捗
率

残
高
事
業
費

業
務

工
程

A
B

B/
A

A
-B

変
更
の
有
無

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1

0
1

1
1

2
1

2
3

円
円

％
円

事
業
費

20
0,

00
0,

00
0

11
3,

01
1,

00
0

34
.2

86
,9

89
,0

00
工
事
費

20
0,

00
0,

00
0

11
3,

01
1,

00
0

34
.2

86
,9

89
,0

00
7/

5
10

/1
0
完

了

○
○
漁
港
○
○
○
設
計
委
託
業
務

31
,9

30
,0

00
31

,9
30

,0
00

10
0.

0
0

変
更
無

12
/1

3/
20

予
定

○
○
漁
港
土
質
調
査
委
託
業
務

23
,5

00
,0

00
19

,0
82

,0
00

81
.2

4,
41

8,
00

0
変
更
無

11
/2

5
3/

23
○
○
漁
港
浮
桟
橋
工
事

88
,5

70
,0

00
61

,9
99

,0
00

70
.0

26
,5

71
,0

00
変
更
前

11
/2

5
5/

1
予

定

変
更
後

1
月

3
月

○
○
漁
港

-2
.5

m
物

揚
場
工
事

54
,0

50
,0

00
0

0.
0

54
,0

50
,0

00
変
更
前

3
月

入
札

予
定

8
月

完
了

予
定

変
更
後

執
行
残

1,
95

0,
00

0
1,

95
0,

00
0

増
額
変
更
契
約
予
定
、
残
額

は
不
用
、
工
種
追
加
予
定

な
ど

記
入

要
領

①
費
目
及
び

契
約
名
欄
に

は
、
工
事

費
以
下
に
契

約
名
を
記
載

す
る
こ
と

。
未
契
約
の

場
合
は
、

予
定
契
約

名
を
記
載
す

る
こ
と
。

②
計
画
事
業

費
欄
に
は
、

事
業
費
、

及
び
工
事
費

に
つ
い
て
最

終
承
認
の

あ
っ
た
金
額

を
記
載
す

る
。

各
契
約
に

つ
い
て
は
書

類
作
成
日

現
在
の
契
約

金
額
を
記
載

し
、
未
契

約
の
も
の
に

つ
い
て
は

契
約
予
定

金
額
を
記
載

す
る
。

工
事
費
金

額
か
ら
各
契

約
金
額
を

差
し
引
い
た

残
額
が
あ
る

場
合
は
、

執
行
残
と
す

る
。

③
実
績
事
業

費
欄
に
は
、

各
契
約
に

つ
い
て
進
捗

率
に
応
じ
た

金
額
を
記

載
す
る
。

④
進
捗
率
欄

に
は
、
進
捗

率
を
小
数

点
第
１
桁
（

切
り
捨
て
）

の
数
字
ま

で
記
載
す
る

。

⑤
業
務
工
程

欄
に
は
、
各

契
約
に
つ

い
て
工
期
を

線
引
き
し
、

そ
の
上
段

に
後
期
日
程

を
記
載
す

る
。
未
契

約
の
場
合
は

、
予
定
日
又

は
予
定
月

を
記
載
す
る

。
繰
越
に
係

る
契
約
に
つ

い
て
、
変

更
前
の
計
画

工
期
を
上
段

に
、
変
更

後
の
予
定
工

期
を
下
段

に
記
載
す

る
。

⑥
執
行
残
が

あ
る
場
合
は

、
費
目
及

び
契
約
名
欄

に
「
執
行
残

」
と
記
載

し
、
計
画
事

業
費
及
び

実
績
事
業

費
に
そ
の
金

額
を
記
載
す

る
。

ま
た
、
業

務
工
程
欄
に

、
執
行
残

の
今
後
の
執

行
予
定
内
容

を
で
き
る

だ
け
詳
細
に

記
載
す
る

。
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〔
年

度
終

了
報

告
書

〕
様

式
第

９
号
、
様

式
第

９
-２

号
（

第
11

条
関

係
）

第
９
号
様

式
（

第
11

条
関

係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事

業
者

名

年
度

終
了

報
告

書

○
○

○
○
○

○
○

○
令
和
○

年
○

○
月
○
○

日
付
け

沖
縄
県
指

令
農

第
○
○

○
号
で
交

付
決
定

の
通
知

を
受
け

翌
年
度

へ
繰
り
越

し
た

○
○
漁
港

○
○
○

○
○
○
事

業
の

会
計
年

度
が
下
記

の
と
お

り
終
了

し
た
の

で
、
沖

縄
県
漁
港

漁
場

関
係
事
業

補
助
金

交
付
要
綱

第
11

条
第
２
項

の
規
定

に
基
づ

き
報
告

し
ま
す

。

記

１
事

業
実

績
総
括
表

別
紙

１
の

と
お
り

２
工

事
費

実
績
内
訳

表
別
紙

２
の

と
お
り

（
注
）

様
式

は
、
第
８

号
様
式

に
準
ず
る

こ
と

。

記
入

要
領

交
付

決
定

変
更

が
あ

っ
た

場
合

は
、

当
初

交
付

決
定

と
変

更
交

付
決

定
（

最
終

の
決

定
）
の

二
段

書
き
に

す
る
こ

と
。

※
提
出

部
数

２
部

（
本
庁

１
部
、

事
務

所
等
１

部
）

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
地
区

名
、

事
業
名

は
正
し

く
記
載

さ
れ

て
い
る

□
交

付
決

定
の

日
付

及
び

指
令

番
号

【
当

初
交

付
決

定
（

下
段

）
と

変
更

交
付

決
定

：
最
終

の
決

定
（
上

段
）
】
は

正
し

く
記
載

さ
れ

て
い
る

□
事
業

実
績

総
括
表

の
年
度

施
工
分

記
載

箇
所
は

繰
越
申

請
額
と

一
致

し
て
い

る

□
各
項

目
の

縦
横
の

計
算
に

誤
り
は

な
い

□
工

事
実

績
内

訳
表

の
金

額
及

び
契

約
状

況
・

工
期

・
検

査
等

に
つ

い
て

再
確

認
し

間
違
い

な
い
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別
紙

1

３
事
業
実
績
総

括
表

○
○
○
○
○
○

○
事
業
実

績
総
括
表

漁
港

名
事

業
工

事
費

内
訳

国
費

内
訳

又
は

工
種

事
業

費
工

事
費

本
工

事
費

附
帯

測
量

及
び

用
地

及
び

船
舶

及
び

営
繕

費
補

助
率

交
付

決
定

額
既

受
領

額
不

用
額

精
算

額
返

還
額

地
区

名
主

体
工

事
費

試
験

費
補

償
費

機
械

器
具
費

Ａ
Ｂ

A
-B

Ｃ
B-

C
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

○
○
漁

港
○

○
市

20
0,

00
0,

00
0

20
0,

00
0,

00
0

14
4,

56
9,

90
0

55
,4

30
,1

00
9/

10
18

0,
00

0,
00

0
18

0,
00

0,
00

0
0

18
0,

00
0,

00
0

0

Ｒ
○

年
度

施
工

分
11

7,
42

9,
00

0
11

7,
42

9,
00

0
61

,9
98

,9
00

55
,4

30
,1

00
9/

10
18

0,
00

0,
00

0
10

5,
68

6,
00

0
0

10
5,

68
6,

00
0

0

浮
桟

橋
61

,9
98

,9
00

61
,9

98
,9

00
9/

10

設
計

26
,9

31
,3

00
26

,9
31

,3
00

9/
10

土
質

調
査

23
,4

99
,3

00
23

,4
99

,3
00

9/
10

工
事

監
督

4,
99

9,
50

0
4,

99
9,

50
0

Ｒ
○

年
度

施
工

分
82

,5
71

,0
00

82
,5

71
,0

00
82

,5
71

,0
00

9/
10

74
,3

14
,0

00
0

74
,3

14
,0

00
0

浮
桟

橋
26

,5
71

,0
00

26
,5

71
,0

00
9/

10

-2
.5

m
物

揚
場

36
,0

00
,0

00
36

,0
00

,0
00

9/
10

未
申

請
20

,0
00

,0
00

20
,0

00
,0

00
9/

10

記
入

要
領

①
事
業
実
績

総
括
表

年
度
内

で
未
申
請
分

が
あ
る
場

合
は
、
工
種

欄
に
未
申
請

の
欄
を
設

け
、
総
事
業

費
を
内
示

額
に
一
致

さ
せ
る
こ
と

。

②
そ
の
他
、

第
８
号
様
式

の
事
業
実

績
総
括
表
の

〔
繰
越
分
の

場
合
〕
に

準
ず
る
。
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別
紙
２

２
工
事
費
実
績

内
訳
表

工
事
費
実
績

内
訳
表

事
業
名

漁
港
名
又
は
地
区
名

事
業

計
画

実
績

契
約

工
事
完
了

検
査

費
目

工
種

契
約
工
期

検
査
員
職
氏
名

備
考

主
体

数
量

金
額

数
量

金
額

年
月
日

年
月
日

年
月
日

円
円

90
0
円
は
単

費

○
市

工
事
費

20
0,

00
0,

00
0

20
0,

00
0,

90
0

繰
越

額
82

,5
71

,0
00

円

本
工
事

費
14

4,
57

0,
00

0
14

4,
57

0,
80

0
浮

桟
橋

L=
70

m
88

,5
70

,0
00

L=
70

m
88

,5
70

,9
00

A
繰
越

額
26

,5
71

,0
00

円

-2
.5

m
物

揚
場

L=
35

m
36

,0
00

,0
00

L=
35

m
35

,6
36

,7
00

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

繰
越

額
36

,0
00

,0
00

円

未
申
請
額

20
,0

00
,0

00
L=

20
m

20
,3

63
,2

00
A

繰
越

額
20

,0
00

,0
00

円

測
量
及

び
試
験
費

55
,4

30
,0

00
55

,4
30

,1
00

設
計

一
式

26
,9

30
,0

00
一
式

26
,9

31
,8

00
一
式

19
,1

58
,7

00
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｈ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課

主
査

○
○
○

一
式

7,
77

2,
60

0
B

土
質
調
査

一
式

23
,5

00
,0

00
一
式

23
,4

99
,3

00
B

工
事
監
督

一
式

5,
00

0,
00

0
4,

99
9,

50
0

C
第

１
回

変
更

Ｒ
○

.○
.○

A
の
計

10
8,

93
3,

00
0
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

第
２

回
変

更
Ｒ

○
.○

.○

B
の
計

31
,2

71
,9

00
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課

主
査

○
○
○
○

第
１

回
変

更
Ｒ

○
.○

.○

C
そ
の

1
1,

00
1,

00
0
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課

課
長

○
○
○
○

第
１

回
変

更
Ｒ

○
.○

.○

C
そ
の

2
3,

99
8,

50
0
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

～
Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

Ｒ
○

.○
.○

○
○
課

課
長

○
○
○
○

記
入

要
領

①
工
事
費
実

績
内
訳
表

・
第
８
号
様

式
の
工
事
費

実
績
内
訳

表
に
準
ず
る

。
た
だ
し
、

実
績
額
欄
に

は
、
繰
越

額
を
含
ん
だ

最
終
実
績
予

定
額
を
記

載
し
、
備
考

欄
に
は
、

各
工
種
に

つ
い
て
繰
越

額
を
記
載
す

る
。
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沖
縄

振
興

公
共

投
資

交
付

金
用

第
９

－
２

号
様

式
（

第
11

条
関

係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業
者

名

年
度

終
了

報
告

書

○
○

○
○
○

○
○

○
令
和
○

年
○

○
月
○
○

日
付
け

沖
縄
県
指

令
農

第
○
○

○
号
で
交

付
決
定

の
通
知

を
受
け

翌
年
度

へ
繰
り
越

し
た

○
○
漁
港

○
○
○

○
○
○
事

業
の

会
計
年

度
が
下
記

の
と
お

り
終
了

し
た
の

で
、
沖

縄
県
漁
港

漁
場

関
係
事
業

補
助
金

交
付
要
綱

第
11

条
第
２
項

の
規
定

に
基
づ

き
報
告

し
ま
す

。

記

１
事
業
目
的

２
収
支
精
算
書

(
別
添
３
、
別
添
４
の
と
お
り

)
３

地
区
別
経
費
の
配
分
表

(
別
添
５
の

と
お
り
)

（
注

）
様

式
は

、
第

８
－

２
号

様
式

に
準

ず
る

こ
と

。

別
添
３

収
支
精
算
書

別
添
４ 県

補
助
金
精
算

区
分

（
事
業
名
）

本
年
度

事
業
費

本
年
度

交
付
額

国
　
費

県
　
費

市
町
村
費

備
　
考

○
○
○
事
業

（
15
0
,0
00
,
00
0）

  
 9
0
,0
00
,
00
0

  
 6
0
,0
00
,
00
0

（
12
7
,5
00
,0
0
0）

  
 7
6
,5
00
,0
0
0

  
 5
1
,0
00
,0
0
0

（
15
0,
0
00
,0
0
0）

  
 9
0,
0
00
,0
0
0

  
 6
0,
0
00
,0
0
0

（
15
,0
0
0,
00
0）

 9
,0
0
0,
00
0

 6
,0
0
0,
00
0

（
2
2,
5
00
,0
0
0）

1
3,
5
00
,0
0
0

 
9,
0
00
,0
0
0

区
　
分

（
事
業
名
）

本
年
度
交

付
決
定
額

本
年
度
精

算
事
業
費

精
算
交
付
額

概
算
払

受
領
額

差
引
交
付
額

 未
受
領
額

（
返
還
額
）

備
　
考

○
○
○
事
業

12
7,
50
0
,0
00

90
,0
00
,
00
0

7
6,
5
00
,0
00

3
9,
06
0,
00
0

37
,4
40
,
00
0

記
入

要
領

交
付

決
定

変
更

が
あ

っ
た

場
合

は
、

当
初

交
付

決
定

と
変

更
交

付
決

定
（

最
終

の
決

定
）
の

二
段

書
き
に

す
る
こ

と
。

※
提
出

部
数

２
部

（
本
庁

１
部
、

事
務

所
等
１

部
）

①
収

支
精

算
書
に

つ
い
て

・
予

算
額

を
上

段
（

）
書

き
、

現
年

施
行

分
を

中
段

、
繰

越
額

を
下

段
に

記
載

す
る

。
・
予

算
額

は
、
最

終
交
付

決
定
額

を
そ

れ
ぞ
れ

記
載
す

る
。

②
県

補
助

金
精
算

に
つ
い

て

・
本

年
度

交
付
決

定
額
欄

に
は
、

最
終

交
付
決

定
額
を

記
載
す

る
。

・
本

年
度

精
算
事

業
費
欄

に
は
、

現
年

施
行
分

の
事
業

費
を
記

載
す

る
。

・
精

算
交

付
額
に

は
、
現

年
施
行

分
の

県
補
助

金
額
を

記
載
す

る
。

③
地

区
別

経
費
の

配
分
表

（
別
添

５
）

に
つ
い

て

・
第

８
－

２
号
様

式
の
地

区
別
経

費
の

配
分
表

に
準
ず

る
。

④
参

考
資

料
と

し
て

、
第

９
号

様
式

の
事

業
実

施
総

括
表

と
工

事
実

績
総

括
表

を
添

付
す
る

こ
と

。

＜
＜
提

出
前

に
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク

！
＞

＞

□
地
区

名
、

事
業
名

は
正
し

く
記
載

さ
れ

て
い
る

□
交

付
決

定
の

日
付

及
び

指
令

番
号

【
当

初
交

付
決

定
（

下
段

）
と

変
更

交
付

決
定

：
最

終
の

決
定

（
上
段

）
】

は
正

し
く

記
載
さ

れ
て

い
る

□
収

支
精

算
書

（
別

添
３

）
及

び
地

区
別

経
緯

配
分

表
（

別
添

５
）

の
上

段
、

下
段

の
記

載
は

繰
越

申
請
額

と
一
致

し
て
い

る
。
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第
10

号
様
式
（

第
11

条
関
係
）

第
号

年
月

日

沖
縄

県
知

事
殿

補
助
事
業

者
名

仕
入
れ
に

係
る

消
費
税
等

相
当
額

報
告
書

令
和

○
年

○
○

月
○

○
日

付
け

沖
縄

県
指

令
農

第
○

○
○

号
で

交
付

決
定

の
通

知
を

受
け

た
、

○
○
○

漁
港

の
○
○
○

○
○
○

事
業
に
つ

い
て

、
沖
縄

県
漁
港
漁

場
関
係

事
業
補

助
金
交

付
要
綱

第
11

条
第

４
項
に

基
づ
き

報
告
し

ま
す
。

記

１
沖

縄
県

補
助
金
の

交
付
に

関
す
る
規

則
第

１
３
条

の
補
助
金

の
確
定

額
金

円
（
令

和
○

○
年
○
○

月
○
○

日
付
け
沖

縄
県

達
農
第

○
○
○
号

に
よ
り

額
の
確

定
通
知

）
２

補
助
金

の
確
定
時

に
減
額

し
た
仕
入

れ
に

係
る
消

費
税
等
相

当
額

金
円

３
消

費
税

及
び
地
方

消
費
税

の
申
告
に

よ
り

確
定
し

た
仕
入
れ

に
係
る

消
費
税

等
相

当
額

金
円

４
補

助
金

返
還
相
当

額
（
３

－
２
）

金
円

（
注
）

参
考

と
な
る
資

料
を
添

付
す
る
こ

と
。

〔
仕

入
れ

に
係

る
消

費
税

等
相

当
額

報
告

書
〕

様
式
第

10
号

（
第

11
条

関
係
）

提
出

の
必

要
の

あ
る

事
業

実
施

主
体

は
、

額
の

確
定

通
知

後
す

み
や

か
に

提
出

を
す

る
こ
と

。

記
入

要
領

①
「

１
」

額
の

確
定

額
は

、
実

績
報

告
後

、
県

の
公

文
で

通
知
の

あ
っ

た
額

の
確

定
額

を
記

載
す
る

。
（

当
該

額
の

確
定
通

知
の

日
付
及

び
達
番

号
も
記

載
す
る

。
）

②
「

２
」

に
は

、
要

綱
第

11
条

第
３

項
の

、
仕

入
れ

に
係

る
消

費
税

等
相

当
額

を
記

載
す

る
。

③
「

３
」

に
は

、
要

綱
第

11
条

第
４

項
の

確
定

し
た

仕
入

れ
に

係
る

消
費

税
等

相
当

額
を

記
載
す

る
。

④
「

４
」

に
は

、
「

３
」

の
消

費
税

確
定

額
か

ら
「

２
」

の
実

績
報

告
時

の
消

費
税

額
を
引

い
た
金

額
を
記

載
す
る

。

※
事

業
実

施
主

体
が

市
町

村
の

場
合

は
提

出
の

必
要

な
し

。
民

間
業

者
（

漁
協

等
）

の
場

合
は

提
出

が
必
要

。
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